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Ａ
道
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第
15
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通
常
総
代
会
開
催
さ
れ
る

第
15
回
　
総
代
会
に
あ
た
っ
て

代
表
理
事
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合
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４
月
10
日
、
ふ
う
れ
ん
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
て
、
第
15
回
通
常

総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
元

年
度
は
当
期
純
利
益
４
６
，
４
６
５
千

円
、
繰
越
利
益
２
７
，
４
４
６
千
円
を

含
め
、
当
期
未
処
分
剰
余
金
８
２
，
４

７
０
千
円
を
計
上
致
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
総
代
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況
を
受
け
、
感

染
リ
ス
ク
を
極
力
回
避
す
る
た
め
、
総

代
の
皆
様
に
は
書
面
に
よ
る
議
決
権
の

行
使
を
奨
励
し
た
結
果
、
総
代
数
２
１

０
名
に
対
し
、
本
人
出
席
27
名
（
委
任

０
名
）
、
書
面
議
決
１
６
４
名
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　
総
代
会
は
村
上
専
務
に
よ
る
開
会
宣

言
が
行
わ
れ
た
後
、
Ｊ
Ａ
綱
領
を
会
場

全
員
で
朗
唱
し
ま
し
た
。
ま
た
、
東
野

組
合
長
に
よ
り
こ
の
一
年
間
の
農
業
情

勢
や
農
協
事
業
の
取
組
に
つ
い
て
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
に
議
長
選

出
が
行
わ
れ
、
風
連
地
区
の
日
野　
勇

一
さ
ん
、
智
恵
文
地
区
の
松
下　
祐
司

さ
ん
の
両
名
が
選
出
さ
れ
議
事
進
行
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
中
村
参
事
に
よ
る
令

和
元
年
度
決
算
報
告
・
事
業
報
告
、
事

業
計
画
等
の
説
明
が
行
わ
れ
、
す
べ
て

の
議
案
が
可
決
し
、
総
代
会
終
了
と
な

り
ま
し
た
。

　
本
日
は
第
15
回
通
常
総
代
会
に
際
し
、

春
作
業
も
本
格
化
し
お
忙
し
い
中
、
又
、

昨
日
か
ら
の
降
雪
で
足
元
の
悪
い
中
、

更
に
は
世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
警
戒
を
し
て
い
る
中
で
の
開
催
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
残
念
に
思

う
と
同
時
に
、
大
変
申
し
訳
な
く
思
う

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
又
、
本
総
代
会
は
極
力
小
規
模
で
執

り
行
う
べ
く
、
多
く
の
書
面
議
決
で
皆

さ
ん
の
意
志
を
伝
え
て
頂
く
準
備
を
進

め
て
参
り
ま
し
た
。

　
更
に
は
、
地
区
別
懇
談
会
の
開
催
中

止
を
含
め
て
、
上
川
地
区
は
元
よ
り
、

北
海
道
全
体
で
同
様
の
取
り
進
め
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
ご
理
解
を
頂
き

ま
し
た
皆
様
に
も
感
謝
を
申
し
上
げ
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
又
、
常
日
頃
か
ら
農
協
事
業
に
特
段

の
ご
理
解
を
頂
き
、
多
く
の
事
業
利
用

を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
重
ね
て
感

謝
を
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
昨
年
に
於
い
て
は
、
５
月
に
令
和
の

時
代
の
幕
が
開
き
、
10
月
に
は
消
費
税

率
の
改
正
と
非
常
に
目
ま
ぐ
る
し
い
１

年
と
な
り
ま
し
た
。

　
作
柄
と
し
て
は
、
春
作
業
は
大
変
順

調
に
推
移
し
、
例
年
以
上
に
出
来
秋
に

期
待
し
な
が
ら
の
開
墾
作
業
で
あ
っ
た

か
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
直
ち
に
長

期
に
わ
た
る
高
温
干
ば
つ
に
見
舞
わ
れ

て
し
ま
い
、
露
地
野
菜
や
大
豆
等
の
畑

作
物
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
こ

と
と
な
り
一
部
の
大
豆
に
つ
い
て
は
、

発
芽
不
良
で
廃
耕
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
陥
る
な
ど
、
心
痛
む
状
況
で
あ
り

ま
し
た
。

　
正
に
、
自
然
と
向
き
合
う
農
業
の
厳

し
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
年
で
あ
り
ま

し
た
。

　
水
稲
に
於
い
て
は
、
安
定
し
た
気
温

が
功
を
奏
し
て
平
均
反
収
９
・
２
俵
と

計
画
を
上
回
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
青
果
に
於
い
て
は
、
全
道
的
な
豊
作

基
調
の
あ
お
り
を
受
け
販
売
単
価
の
伸

び
悩
み
に
加
え
て
、
干
ば
つ
の
影
響
で

反
収
も
落
と
し
て
し
ま
う
残
念
な
結
果

と
な
り
、
畑
作
に
於
い
て
も
同
様
で
、

苦
労
ば
か
り
が
先
行
す
る
年
と
な
り
、

畑
作
物
の
共
済
金
額
も
１
・
１
億
に
も

の
ぼ
り
ま
し
た
。

　
又
、
畜
産
に
関
し
て
は
、
戸
数
減
少

も
あ
る
中
に
於
い
て
、
前
年
対
比
１
１



広報JA道北なよろ3� 2020年�य़号（/P�49


０
％
に
も
迫
る
実
績
を
挙
げ
て
頂
い
た

こ
と
で
、
農
産
品
販
売
総
額
83
・
８
億

円
を
計
上
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
改
め
て
、
組
合
員
皆
様
の
日
々
の
営

農
の
ご
努
力
と
農
協
へ
結
集
頂
い
た
こ

と
に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
一
方
、
こ
こ
数
年
ア
ス
パ
ラ
・
南
瓜

を
始
め
と
す
る
青
果
の
作
付
面
積
及
び
、

取
扱
い
数
量
が
大
き
く
落
ち
込
ん
で
き

て
い
る
現
状
で
あ
り
、
大
き
な
課
題
で

あ
り
ま
す
。

　

価
格
変
動
の
要
素
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
こ
３
年
間
、
毎
年
２
億
円
程
度
ず
つ
、

減
少
し
て
い
る
実
態
で
あ
り
ま
す
。

　
取
り
分
け
先
輩
方
の
ご
苦
労
で
早
く

か
ら
ブ
ラ
ン
ド
化
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

品
目
を
中
心
に
有
利
販
売
は
元
よ
り
増

収
対
策
・
労
働
力
対
策
・
省
力
化
対
策

な
ど
、
部
会
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
な
が

ら
皆
さ
ん
の
所
得
向
上
に
繋
げ
て
い
き
、

結
果
と
し
て
面
積
維
持
に
努
め
て
参
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
回
提
案
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
定
款
の
変
更
で
、
現
状
の
役
員
定

数
の
２
名
削
減
の
変
更
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
が
、
当
農
協
が
合
併
を
し
て
１

５
年
目
を
迎
え
、
こ
の
間
多
く
の
先
輩

組
合
員
・
更
に
は
先
輩
役
員
の
ご
努
力

に
よ
っ
て
、
旧
３
地
区
の
地
域
性
に
よ

る
ギ
ャ
ッ
プ
も
必
要
に
応
じ
て
整
理
さ

せ
て
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
又
、
こ
の
間
農
家
戸
数
も
大
き
く
減

少
し
、
３
年
前
の
総
代
会
に
於
い
て
総

代
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
背
景

か
ら
、
総
代
数
も
先
行
し
て
削
減
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　
時
代
の
流
れ
と
共
に
、
多
様
な
新
た

な
課
題
も
山
積
し
て
い
る
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
農
協
の
役
員
数
に
つ
い
て

も
、
農
家
戸
数
減
少
に
伴
う
役
員
の
な

り
手
不
足
も
視
野
に
入
れ
た
中
で
、
今

回
の
削
減
案
を
提
案
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
様
、
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
更
に
は
、
昨
年
11
月
の
臨
時
総
代
会

で
固
定
資
産
取
得
の
ご
承
認
を
頂
き
ま

し
た
。
酪
農
の
哺
育
育
成
セ
ン
タ
ー
の

事
業
運
営
全
般
を
司
る
子
会
社
の
設
立

に
つ
い
て
の
提
案
内
容
で
あ
り
ま
す
。

　

の
ち
の
説
明
で
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、

設
立
予
定
の
子
会
社
の
運
転
資
金
は
、

自
前
の
財
産
は
有
り
ま
せ
ん
の
で
、
当

初
は
ほ
と
ん
ど
が
農
協
か
ら
の
出
資
金

な
ど
で
賄
う
計
画
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
更
に
は
、
令
和
３
年
春
に
は
建
設
完

了
、
同
時
に
受
入
開
始
と
な
る
訳
で
す

が
、
以
前
も
申
し
上
げ
た
通
り
事
業
の

性
質
上
、
２
年
間
を
か
け
て
徐
々
に
８

０
０
頭
の
満
床
が
実
現
さ
れ
る
た
め
、

２
年
間
は
赤
字
の
計
画
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
い
ち
早
く
経
営
が
プ
ラ
ス
収

支
の
軌
道
に
乗
る
様
、
酪
農
家
の
皆
さ

ん
に
も
、
自
分
た
ち
の
大
切
な
施
設
だ

と
い
う
認
識
の
元
、
計
画
的
で
健
全
な

事
業
運
営
に
向
け
て
役
職
員
一
丸
と
な

っ
て
運
営
し
て
参
り
ま
す
の
で
ご
理
解

賜
り
ま
す
様
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
今
年
は
非
常
に
雪
解
け
も
早
く
春
作

業
も
早
ま
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
も
、
智
恵
文
地
区
の
27
戸
の
組

合
員
宅
に
51
名
の
外
国
人
技
能
実
習
生

を
迎
え
入
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
全
く
入
国
の
見
込
み
が
つ
か

な
い
中
で
本
年
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
喫
緊
の
労
働
力
確
保
対
策
に

於
い
て
も
、
行
政
を
は
じ
め
地
域
の
関

係
機
関
に
も
協
力
を
願
い
な
が
ら
、
対

応
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
農
産
物
の
消
費
動
向
や
価
格
変
動
に

於
い
て
も
非
常
に
不
安
定
に
な
っ
て
い

る
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、国
民
に「
国

産
食
料
の
大
切
さ
」
即
ち
「
国
内
農
業

の
大
切
さ
」
を
再
認
識
し
て
頂
く
機
会

に
な
る
こ
と
を
願
う
と
同
時
に
、
一
刻

も
早
く
終
息
に
向
か
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
願
う
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
前
途
多
難
な

令
和
２
年
の
幕
開
け
で
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
皆
さ
ん
が
ご
苦
労
さ
れ
た
分

が
し
っ
か
り
と
大
き
な
実
を
結
び
、
皆

さ
ん
が
ご
健
勝
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
本
日
の
お
礼
の

こ
と
ば
と
致
し
ま
す
。

　
本
総
代
会
そ
し
て
、
本
年
１
年
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
※
総
代
会
組
合
長
挨
拶
よ
り
。
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令
和
元
年
産　
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ

　
重
点
振
興
作
物
共
励
会

　
２
月
17
日　
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
藤
花
に
て

青
果
合
同
総
会
の
前
段
に
重
点
振
興
作
物
共

励
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
生
食
・
加
工
馬
鈴
薯
は
以
前
か
ら
部
会
等

で
共
励
会
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
令
和

元
年
度
産
よ
り
３
品
目
（
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ

ラ
・
生
食
南
瓜
・
生
食
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
）

を
追
加
。
高
い
生
産
技
術
に
よ
り
良
質
・
高

収
量
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
生
産
者
を
表
彰

し
、
そ
の
生
産
実
績
を
周
知
す
る
こ
と
に
よ

り
生
産
者
の
作
付
意
欲
の
向
上
を
求
め
、
重

点
振
興
作
物
の
作
付
面
積
維
持
及
び
反
収
量

の
底
上
げ
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
12

名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
（
生
食
馬
鈴
薯
は
部

会
開
催
・
加
工
馬
鈴
薯
は
７
月
に
開
催
予
定
）

　
表
彰
者
に
は
賞
状
及
び
副
賞
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

●
生
食
馬
鈴
薯
（
男
爵
）

　
高
品
質　
最
優
秀　
松
本 

秀
男

　
　
　
　
　
優
秀
賞　
木
之
内 

薫・遠
藤 

寛

　
高
反
収　
最
優
秀　
北
野 

雅
嗣

　
　
　
　
　
優
秀
賞　
東
田 

和
也・熊
谷 

守

●
生
食
馬
鈴
薯
（
キ
タ
ア
カ
リ
）

　
高
品
質　
最
優
秀　
菊
地 

守

　
　
　
　
　
優
秀
賞　
田
中 

康
雄・宮
田 

雅
祥

　
高
反
収　
最
優
秀　
三
浦 

知
博

　
　
　
　
　
優
秀
賞　
菅
野 

直
樹・上
野 

宗
男

●
生
食
馬
鈴
薯
（
き
た
か
む
い
）

　
高
品
質　
最
優
秀　
南
原 

政
幸

　
　
　
　
　
優
秀
賞　
大
石 

一貴・柴
崎 

隆

　
高
反
収　
最
優
秀　
奥
山 

尚
和

　
　
　
　
　
優
秀
賞　
越 
孝
則
・
松
下 

守

●
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
（
露
地
）

　
作
付
面
積
80
ａ
以
上

　
　
　
　
　
最
優
秀
賞　
小
泉　
博
志

　
　
　
　
　
優 

秀 

賞　
泉　
　
繁
一

　
作
付
面
積
80
ａ
未
満

　
　
　
　
　
最
優
秀
賞　
湯
浅　
修
一

　
　
　
　
　
優 

秀 

賞　
真
鍋　
敏
也

●
生
食
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
（
イ
エ
ロ
ー
種
）

　
作
付
面
積
２
０
０
ａ
以
上

　
　
　
　
　
最
優
秀
賞　
宮
田　
雅
祥

　
　
　
　
　
優 

秀 

賞　
伊
東　
浩
次

　
作
付
面
積
２
０
０
ａ
未
満

　
　
　
　
　
最
優
秀
賞　
岡
久　
孝
浩

　
　
　
　
　
優 

秀 

賞　
佐
々
木
昭
二

●
生
食
南
瓜
早
生
（
味
早
太
・
味
平
）

　
　
　
　
　
最
優
秀
賞　
泉　
　
繁
一

　
　
　
　
　
優 

秀 

賞　
松
下　
祐
司

●
生
食
南
瓜
晩
成
（
う
ら
ら
・
え
び
す
）

　
　
　
　
　
最
優
秀
賞　
南
原　
政
幸

　
　
　
　
　
優 

秀 

賞　
大
石　
一
貴

哺
育
育
成

セ
ン
タ
ー 

安
全
祈
願
祭

　
４
月
24
日
営
農
セ
ン
タ
ー
で
哺
育
育

成
セ
ン
タ
ー
の
新
設
工
事
安
全
祈
願
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
東
野
組
合
長
を
は

じ
め
農
協
役
職
員
、
ホ
ク
レ
ン
旭
川
支

所
、
大
野
土
建
株
式
会
社
、
佐
藤
重
工

業
株
式
会
社
、
加
藤
剛
士
市
長
な
ど
約

40
名
が
参
列
し
ま
し
た
。
優
良
後
継
牛

の
育
成
、
酪
農
家
の
省
力
化
を
図
り
、

経
営
基
盤
や
地
域
の
生
乳
生
産
体
制
を

強
化
す
る
事
を
目
的
と
し
、
運
営
を
担

う
子
会
社
「
ら
く
み
ら
ん
ど
」
の
由
来

は
酪
農
の
未
来
を
支
え
る
施
設
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
願
い
を
込
め
て
、
酪
農
家

の
女
性
達
が
考
案
し
ま
し
た
。
今
後
の

行
程
は
大
野
土
建
・
佐
藤
重
工
業
特
定

建
設
工
事
共
同
企
業
体
の
も
と
５
月
に

着
工
、
翌
令
和
３
年
３
月
完
成
。
４
月

か
ら
の
稼
働
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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令
和
２
年
度
生
産
部
会（
組
合
）　

役　

��

員

グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
部
会

部
会
長　

水
　
上
　
　
　
治

副
部
会
長　

藤
　
森
　
将
　
二

〃
　

安
　
達
　
啓
　
治

南 

瓜 

部 

会
部
会
長　

南
　
原
　
政
　
幸

副
部
会
長　

川
　
崎
　
忠
　
一

〃

　
阿
　
部
　
　
　
清

葉 

菜 

部 

会
部
会
長　

大
　
石
　
一
　
貴

副
部
会
長　

夏
　
井
　
光
　
明

百
合
根
部
会

部
会
長　

奥
　
山
　
茂
　
雄

副
部
会
長　

広
　
島
　
俊
　
一

玉 

葱 

部 

会
部
会
長　

寺
　
田
　
勝
　
利

副
部
会
長　

橋
　
本
　
正
　
弘

コ
ー
ン
菜
組
合組

合
長　

清
　
水
　
拓
　
馬

副
組
合
長　

北
　
野
　
雅
　
嗣

花
き
生
産
組
合組

合
長　

阿
　
部
　
和
　
浩

副
組
合
長　

越
　
智
　
昭
　
男

西
瓜
・
苺
・
メ
ロ
ン
部
会

部
会
長　

佐
　
竹
　
直
　
人

副
部
会
長　

佐
　
藤
　
　
　
洋

ピ
ー
マ
ン
部
会部

会
長　

我
　
妻
　
昌
　
幸

副
部
会
長　

富
　
田
　
龍
　
一

ト
マ
ト
部
会 

部
会
長　

斉
　
藤
　
　
　
覚

副
部
会
長　

山
　
家
　
智
　
彦

ピ
ヤ
シ
リ
ア
ス
パ
ラ
研
究
会

会　
　
長　

遠
　
藤
　
俊
　
博

副
会
長　

佐
久
間
　
博
　
之

な
よ
ろ
星
空
雪
見
法
蓮
草
生
産
組
合

組
合
長　

神
　
田
　
勇
一
郎

副
組
合
長　

金
　
子
　
孝
　
雄

食
用
馬
鈴
薯
生
産
部
会

部
会
長　

木
之
内
　
　
　
薫

副
部
会
長　

東
　
田
　
和
　
也

加
工
馬
鈴
薯
部
会

部
会
長　

佐
　
藤
　
幸
　
一

副
部
会
長　

松
　
下
　
祐
　
司

智
恵
文
種
馬
鈴
薯
部
会

部
会
長　

山
　
本
　
　
　
恵

副
部
会
長　

遠
　
藤
　
貴
　
広

名
寄
市
も
ち
米
生
産
組
合

組
合
長　

及
　
川
　
友
　
和

副
組
合
長　

桶
　
谷
　
　
　
進

〃
　

市
　
本
　
豊
　
幸

名
寄
市
う
る
ち
米
生
産
組
合

組
合
長　

今
　
村
　
芳
　
彦

副
組
合
長　

安
　
達
　
啓
　
治

酪
農
部
会 

部
会
長　

池
　
田
　
大
　
介

副
部
会
長　

田
　
代
　
真
　
一

〃
　

水
　
間
　
友
　
幸

畜
肉
部
会 

部
会
長　

鈴
　
木
　
　
　
正

副
部
会
長　

飛
騨
野
　
正
　
治

青
年
部 

産
地
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
Ｊ
Ａ
全
青
協
（
全
国
農
協

青
年
部
組
織
協
議
会
）
は
農

畜
産
物
の
消
費
減
少
を
受
け

て
、
Ｊ
Ａ
全
国
女
性
組
織
協

議
会
と
連
携
し
て
「
牛
肉
や

牛
乳
、
花
卉
等
の
農
畜
産
物

の
消
費
拡
大
運
動
〜
た
べ

る
！
の
む
！
か
ざ
る
！
産
地

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
」
に

取
り
組
む
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
青
年
部

は
こ
の
活
動
を
応
援
す
る
べ

く
、
智
恵
文
地
区
支
部
長　

北
野　
裕
介
さ
ん
の
発
案
で

酪
農
家
応
援
牛
乳
消
費
拡
大

動
画
を
本
部
役
員
13
名
で
作

成
し
ま
し
た
。

̟Ａಓ๺ͳΑΖ
੨年෦本෦

̟Ａಓ๺ͳΑΖ
੨年෦෩࿈ࢧ෦

̟Ａಓ๺ͳΑΖ
੨年෦໊ࢧد෦

̟Ａಓ๺ͳΑΖ
੨年෦ஐܙจࢧ෦

෩࿈ொ
೶ຽ࿈ໍ੨年෦

෦ɹ௕ தɹ໺ɹਗ਼ɹོ 日ɹ໺ɹɹɹ໌ ҕһ௕ߦࣥ
ਿɹ໺ɹɹɹರ Ѩɹ෦ɹɹɹਗ਼ ๺ɹ໺ɹ༟ɹհ

෭෦௕ ɹ୓ɹ໵ڮɹߴ ҆ɹୡɹ߁ɹ࣏ ෭ࣥߦҕһ௕
෢ɹాɹ໌ɹେ ߒɹ౻ɹতɹࠤ ൧ɹ௩ɹউɹ໵

෭෦௕ ɹ本ɹɹɹ੣ࢁ ॻ記௕
઒ɹݪɹٱɹจ খాۅɹ߁ɹथ

ձɹܭ
ɹ౻ɹ୓ɹ໵ࠤ

ཧɹࣄɹฏɹᖒɹ޺ɹ޾ ؂ɹࣄ
ฏɹؒɹژɹଠ

ձɹܭ
ɹय़ɹ෉ࢠɹۚɹࣄɹ࡚ɹ༤ɹଠཧɹؠ

؂ɹࣄ
ɹอɹོɹจٱ

ཧɹࣄɹদɹ下ɹ߁ɹ޿ ؂ɹࣄ
ɹथ޺ɹ౻ɹࠤ

؂ɹࣄ
ԕɹ౻ɹɹɹ׮

؂ɹࣄ
ೆɹݪɹҰɹز

ձ؂ࠪܭ
ྛɹɹɹܚɹࡾ

؂ɹࣄ
দɹ下ɹ༞ɹ࢘

ձ؂ࠪܭ
٠ɹ஑ɹɹɹ྄
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総
代
会
議
案
書
説
明
会
に
参
加
し
て

宗　
万　
広　
美

令
和
２
年
度　

女
性
部
新
役
員

　
「
女
性
部
総
代
枠
を
」
と
あ
る
女
性

部
の
部
員
の
声
が
届
き
、
女
性
部
と
し

て
総
代
の
誕
生
か
ら
２
年
目
に
な
る
と

こ
ろ
で
す
。
農
協
の
経
営
に
つ
い
て
女

性
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
夫
が
分
か

っ
て
い
れ
ば
い
い
」
と
気
持
ち
が
向
い

て
い
な
い
方
が
少
な
く
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
私
も
そ
の
ひ
と
り
で
し
た
。
け

れ
ど
総
代
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
何

も
分
か
ら
な
く
て
総
代
会
に
は
出
席
出

来
な
い
と
女
性
部
総
代
が
女
性
部
本
部

役
員
に
お
願
い
し
て
４
月
６
日
Ｊ
Ａ
道

北
な
よ
ろ
本
所
総
代
、
総
代
会
に
つ
い

て
の
説
明
と
総
会
議
案
の
資
料
の
見
方
、

読
み
方
の
講
習
会
を
開
い
て
も
ら
い
ま

し
た
。
忙
し
い
中
、
米
村
総
務
部
長
と

林
課
長
に
来
て
い
た
だ
き
１
時
間
程
度

の
短
い
時
間
の
中
、
女
性
部
の
私
達
の

目
線
で
簡
潔
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し

て
頂
い
て
と
て
も
良
か
っ
た
し
嬉
し
か

っ
た
で
す
。
農
協
経
営
の
数
字
の
流
れ

や
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
議
案
が
な
ぜ
必
要

な
の
か
。
総
代
資
料
を
全
部
理
解
す
る

に
は
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
な
ぁ
。
と

思
い
つ
つ
説
明
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に

（
数
字
が
苦
手
な
の
で
）
本
当
に
基
本

で
当
た
り
前
の
話
な
の
で
す
が
農
家
が

農
協
を
作
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
人
の
感
じ
る
こ
と
は
、
そ

れ
ぞ
れ
ち
が
い
は
あ
り
ま
す
が
、
女
性

も
総
代
と
な
り
、
農
協
経
営
は
自
分
た

ち
の
農
業
に
関
わ
っ
て
く
る
と
数
字
で

実
感
す
る
場
面
が
あ
っ
て
い
い
と
思
い

ま
す
。
今
回
の
説
明
会
は
女
性
総
代
５

名
と
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
、
名
寄
支

部
役
員
の
１
名
で
し
た
が
他
に
も
希
望

者
は
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
希
望
者
を

募
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　
次
回
も
総
代
会
資
料
の
講
習
会
続
け

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
ま
た
昨
年
、

総
代
会
に
出
席
し
、
組
合
長
の
力
強
い

話
を
聞
い
て
こ
の
言
葉
は
こ
れ
か
ら
頑

張
っ
て
や
っ
て
い
く
若
い
女
性
部
員
に

も
聞
い
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

女
性
部
総
代
も
順
々
に
若
い
人
へ
繋
が

っ
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。
今
回
女

性
部
本
部
の
役
員
の
迅
速
な
対
応
で
講

習
会
が
出
来
た
事
と
時
間
を
作
っ
て
対

応
し
て
頂
い
た
米
村
部
長
、
林
課
長
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
女
性
部
に

入
っ
て
い
る
こ
と
で
知
り
得
た
貴
重
な

講
習
会
、
こ
れ
か
ら
も
私
達
部
員
の
声

を
聴
き
続
け
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

˖ ̟̖ಓ๺なΑΖঁੑ෦ɹຊ෦ ˖
部　長　矢　吹　祐　子（名寄支部長）	 ※前列中央

副部長　阿　部　まゆみ（風連支部長）	 ※前列右

副部長　山　本　早　苗（智恵文支部長）	 ※前列左

監　事　日根野　美沙子（風連支部副支部長）	 ※後列右

監　事　阿　部　貴代美（名寄支部副支部長）	 ※後列中央

監　事　松　下　克　得（智恵文支部副支部長）	 ※後列左
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本　　　所

からࠨ
ɹफยɹߒथʢ؂ࠪ՝௕ʣ
ɹాࣉɹউࢤʢ৤ୗʣ

૯຿෦ʢ૯຿՝ɾ૯߹اը՝ɾ৹ࠪ՝ʣ

ۚ༥ࡁڞ෦ʢۚ༥՝ɾࡁڞ՝ʣ

؂ɹࠪɹࣨࢀɹࣄ 職  

員  

紹  

介

　
令
和
２
年
４
月
１
日
付
に
て
人
事
異
動
が

あ
り
ま
し
た
の
で
広
報
誌
面
に
て
職
員
紹
介

を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
職
員
一
同
気
持
ち
も

新
た
に
精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
組
合
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
今
後
と
も
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

からࠨྻޙ
ɹฏౡٱඒࢠʢ૯຿݉܎৹ࠪ܎ʣ
ɹ౉ลॆཹٱʢ૯຿܎ʣ
ɹ࣎໺ɹจࢬʢ૯຿܎ʣ

લྻࠨから
ɹதࢁɹউݑʢ৹ࠪ՝௕ʣ
ɹྛɹɹཾҰ
ɹʢ૯຿՝௕݉૯߹اը՝௕ʣ
ɹถଜɹහ໌
ɹʢ૯຿෦௕݉؂ࠪࣨ௕ʣ
ɹ࡚ࢁɹݡҰ
ɹʢ૯຿܎௕݉૯߹اը܎௕ʣ

からࠨྻޙ
ɹՃ౻ɹඒึʢۚ༥ྟ࣌ʣ
ɹᜊ౻ɹɹকʢ܎ࡁڞ௕ʣ
ɹࠤʑ໦୓໵ʢۚ༥՝௕ʣ
ɹଟాɹٛ໌ʢࡁڞ՝௕ʣ
ɹ੪౻ɹ࣏޺ʢۚ༥ࡁڞ෦௕ʣ
ɹബҪɹॱ໵ʢۚ༥܎௕ʣ
લྻࠨから
ɹখদɹਅلʢ܎ࡁڞʣ
ɹീࢠึ޷רʢ܎ࡁڞʣ
ɹֽ୩ɹਸ਼كʢۚ༥܎ʣ
ɹಸྑɹ೔Ѫʢۚ༥܎ʣ
ɹѨ෦ɹཬาʢۚ༥܎ʣ
ɹੴ࡚ɹւۢʢۚ༥܎ʣ

தଜɹ੩உ
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Ӧ೶෦Ӧ೶՝

ൢച෦೶࢈՝

ηϯλーڵৼۀ೶ࢢد໊

からࠨྻޙ
ɹࡾ໦ɹ༑ඒʢओ೚ʣ
ɹલᖒɹɹঊʢ܎ʣ
ɹᒇɹɹҡຽʢ܎௕ʣ
ɹૣࡔɹయߊʢ܎ʣ

લྻࠨから
ɹനҪɹਸກʢ܎௕ʣ
ɹҪ্ɹɹ੣ʢ՝௕ʣ
ɹຢଜɹ໌ਔʢ෦௕ʣ
ɹ౉ᬒਅ༝ඒʢ܎௕ʣ

からࠨ
ɹٴ઒ɹࢤ߂ʢ܎ʣ
ɹʢຊॴӦ೶՝よΓग़޲ʣ
ɹଠాɹ஧෉ʢॴ௕ʣ
ɹʢ৤ୗɾຊॴӦ೶՝よΓग़޲ʣ

からࠨྻޙ
ɹٶ੢ɹխथʢྟ࣌ʣ
ɹງߐɹॆߴʢओ೚ʣ
ɹྨ੉ɹঘརʢ܎ʣ
ɹຊాɹ੖ඒʢओ೚ʣ
ɹେࢁɹਅനʢ܎ʣ
ɹ੨໦ɹཾ੕ʢ܎ʣ
ɹԘೖɹྏଠʢ܎ʣ
ɹౢଜɹ݈Ұʢ৤ୗʣ

લྻࠨから
ɹ઒্ɹথ߂ʢ܎௕ʣ
ɹࣰ࡚ɹӳ࿨ʢ՝௕ิࠤʣ
ɹੴࢁɹ݈Ұʢ෦௕ʣ
　ԕ౻　੓จ（՝長）
　੢Ӝ　խ඙（܎）
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ങ՝ߪങ෦ߪ

᫑՝ंػങ෦೶ߪ

༉ॴʣڅങ෦೩ྉ՝ʢ෩࿈ߪ

からࠨྻޙ
ɹલాɹҰߦʢ৤ୗʣ
ɹՖԬɹӹ୅ʢྟ࣌ʣ
ɹੁݪɹຑґʢ܎ʣ
ɹࠓ໺ɹ๎ࢠʢ܎ʣ
ɹদ໦ɹ࣏߂ʢྟ࣌ʣ

લྻࠨから
ɹҴాɹਖ਼ਓʢ৤ୗʣ
ɹࠓଜɹ݈࢘ʢ՝௕ิ܎݉ࠤ௕ʣ
ɹࠤ౻ɹণنʢ෦௕ʣ
ɹਔ໦ɹ߁༟ʢ՝௕ʣ
ɹԞࢁɹɹ྇ʢ܎ʣ

からࠨྻޙ
ɹࠓଜɹོ೭ʢओ೚ʣ
ɹؔޱɹٛଇʢ܎ʣ
ɹਿ໺ɹߤଠʢ܎௕ʣ
ɹੴށ୩හ໌ʢ܎௕ʣ
ɹࢬɹɹ๛࣏ʢ৤ୗʣ
ɹླ໦ɹرඒʢ܎ʣ
ɹᚸ͓͞ࡔΓʢ܎ʣ
ɹ౵Ҫ͖Έࢠʢྟ࣌ʣ
લྻࠨから
ɹླ໦ɹ௚ਓʢ܎ʣ
ɹࠤ౻ɹ௚थʢ܎ʣ
ɹࢬɹɹত޺ʢ܎௕ʣ
ɹसࢁɹརতʢ՝௕ʣ
ɹদాɹ༞࢘ʢओ೚ʣ

からࠨྻޙ
ɹ઒ాඒ༝لʢྟ࣌ʣ
ɹத໺ɹɹໜʢྟ࣌ʣ
ɹฏాɹઍՂʢྟ࣌ʣ
ɹ্ాɹӫҰʢྟ࣌ʣ

લྻࠨから
ɹ੢ݪɹ݈Ұʢ܎ʣ
ɹञҪɹɹߒʢ՝௕ʣ
ɹ北໌ɹ༃ݑʢओ೚ʣ




ใ+A道๺なよΖ2020年�य़号（/P�49޿� 10

営農センター

੨Ռ՝

Ӧ೶՝

ச࢈՝

Ԟࢁɹࢤࠀ
ʢൢച෦࣍௕݉ηϯλʔ௕ʣ

からࠨྻޙ
ɹԬాɹ㑏ًʢ܎ʣ
ɹٱอɹݜ୅ʢ܎ʣ
ɹࠇ઒ࡾ஌୅ʢ܎ʣ
ɹۚॅɹֆཧʢ܎ʣ
ɹଜ্ɹ৻ޗʢ܎ʣ

લྻࠨから
ɹ஛಺ɹݠଠʢ܎௕ʣ
ɹ٠஑ɹਅޛʢ՝௕ิࠤʣ
ɹ౻ݪɹ෢ݑʢ՝௕ʣ
ɹࢁຊɹকߦʢ܎ʣ

からࠨྻޙ
ɹ౉ᬒΏ͏͜ʢ܎ʣ
ɹେ௩ɹහ߂ʢ৤ୗʣ
ɹਗ਼ਫɹ݈࢘ʢ܎ʣ
ɹ݁৓ɹ࠸ߟʢ܎ʣ
લྻࠨから
ɹۙ౻ɹګฏʢओ೚ʣ
ɹഅ৔ɹথࢠʢ՝௕ิࠤʣ
ɹڮߴɹ๜඙ʢ՝௕ʣ
ɹ৿ॏɹথଠʢ܎௕ʣ

からࠨྻޙ
ɹத઒ɹӻੜʢྟ࣌ʣ
ɹদҪɹඒܙʢྟ࣌ʣ
ɹڮߴɹཬඒʢྟ࣌ʣ
ɹ࿯ݟɹɹ௟ʢ܎ʣ

લྻࠨから
ɹງɹɹو広ʢ՝௕ิࠤʣ
ɹᜊ౻ɹ༞࣍ʢ՝௕ʣ
ɹग़ݪɹେ஍ʢ܎௕ʣ
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名 寄 支 所

೩ྉ՝ʢ໊څد༉ॴʣ

ۚ༥ࡁڞ՝

ങ՝ߪ

からࠨ
ɹԕ౻ɹඒཬʢྟ࣌ʣ
ɹখࢁɹจޭʢ܎௕ʣ
ɹᖛాɹɹݡʢྟ࣌ʣ
ɹࠤ౻ɹٛथʢྟ࣌ʣ

からࠨྻޙ
ɹ੢໺ɹ༔ࢠʢۚ༥܎ʣ
ɹখઘɹࢠلʢ܎ࡁڞʣ
ɹ԰ෑɹ߳࠼ʢۚ༥ྟ࣌ʣ
ɹԣࢁɹະࠫʢۚ༥܎ʣ
ɹ೔໺ɹ߳৫ʢۚ༥܎ʣ

લྻࠨから
ɹதଜɹཾ໼ʢࡁڞओ೚ʣ
ɹɹɹɹɹɹʢ໊̨̤دग़޲ʣ
ɹ౻ݪɹ༤Ұʢۚ༥ࡁڞ՝௕ʣ
ɹ҆ୡɹलҰʢࢧॴ௕ʣ
ɹాࠓɹਖ਼ਓʢۚ༥܎௕ʣ
ɹᴡ౻ɹɹ޼ʢ܎ࡁڞʣ

からࠨྻޙ
ɹ٢ాɹࢤܟʢ՝௕ʣ
ɹָࢁɹᠳ໵ʢ܎ʣ
ɹপాɹ୓໵ʢ܎ʣ

લྻࠨから
ɹߥ⅖͍ͣ͢ʢ܎௕ʣ
ɹ౉ลɹਅٷʢओ೚ʣ
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からࠨྻޙ
ɹ੒ాɹརতʢ৤ୗʣ
ɹࠤ౻ɹխथ
ɹʢߪങ՝܎௕݉೩ྉ՝܎௕ʣ

લྻࠨから
ɹখ༄ɹরඒʢྟ࣌ʣ
ɹᴡ౻ɹխ໵
ɹʢߪങ՝݉܎ࡐࢿ
�ɹɹɹɹɹɹ೩ྉ՝څ༉܎ʣ
ɹळ༿ɹ఩࠸
ɹʢߪങ՝՝௕݉
ɹɹɹɹɹɹ೶ंػ᫑՝܎௕ʣ

からࠨྻޙ
ɹ੪౻ɹɹ๖ʢ܎ʣ
ɹࣲ࡚ɹɹѸʢ܎ʣ
ɹ
લྻࠨから
ɹ∁ؠɹɹ་ʢ՝௕ʣ
ɹ໺ݪɹ֨ࢠʢࢧॴ௕ʣ
ɹՏ੢ɹ৳୓ʢ܎௕ʣ

からࠨ
ɹதԂɹক࢙ʢ܎ʣ
ɹాݪɹɹ࣮ʢྟ࣌ʣ
ɹࢁຊɹ௚थʢ܎ʣ

智恵文支所
ۚ༥ࡁڞ՝

༉ॴʣڅจܙങ՝ɾ೩ྉ՝ʢஐߪ

೶ंػ᫑܎
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⑤
趣　
　
味
：
動
画
鑑
賞

⑥
特　
　
技
：
早
起
き

⑦
そ
の
他
Ｐ
Ｒ
：

⑧
挨
拶
・
決
意
表
明

　
４
月
１
日
か
ら
智
恵
文
支
所
購
買
課
兼
燃
料
課
給
油

係
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
齊
藤
雅
也
で
す
。

　
組
合
員
の
皆
様
の
顔
と
名
前
、
住
所
な
ど
を
い
ち
早

く
覚
え
て
、
迅
速
に
業
務
を
こ
な
せ
る
よ
う
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
業
務
上
必
要
な
資
格
や
検

定
等
の
取
得
、
資
材
等
の
名
称
を
正
確
に
覚
え
て
い
き

た
い
で
す
。

　
全
く
の
異
業
種
か
ら
の
転
職
な
の
で
至
ら
な
い
点
は

多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
の
お
力
に
な
れ
る
よ

う
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
大お

お　
山や

ま　
真ま　
白し

ろ
（
øÿ
）

①
所　
　
属
：

　
販
売
部
農
産
課
農
産
係

②
生
年
月
日
：

　
平
成
øû
年
１
月
úø
日

③
最
終
学
歴
：

　
名
寄
高
等
学
校

④
出�

身�

地
：
名
寄
市

⑤
趣　
　
味
：
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と

⑥
特　
　
技
：
長
距
離
走

⑦
そ
の
他
Ｐ
Ｒ
：
体
力
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

⑧
挨
拶
・
決
意
表
明

　
４
月
か
ら
入
組
し
ま
し
た
、
農
産
課
の
大
山
真
白
で
す
。

ま
だ
慣
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
不
安
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
明
る
く
前
向
き
に
目
の
前
の
仕
事
を
こ

な
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
私
は
組
合
員
さ
ん
と

関
わ
る
機
会
が
多
い
と
思
う
の
で
、
１
日
で
も
早
く
組

合
員
さ
ん
の
顔
と
名
前
を
覚
え
て
い
き
た
い
で
す
。
そ

し
て
、
挨
拶
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
組
合

員
さ
ん
に
笑
顔
と
元
気
を
与
え
ら
れ
る
人
に
な
れ
る
よ

う
、
全
力
で
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、
失
敗
し
て
し

ま
う
こ
と
も
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
少
し
で
も
組

合
員
さ
ん
の
力
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
忙
し
く
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど

　
塩し

お　
入い

り　
稜り

ょ
う　

太た
（
øĀ
）

①
所　
　
属
：

　
販
売
部
農
産
課

②
生
年
月
日
：

　
平
成
øù
年
６
月
６
日

③
最
終
学
歴
：

　
Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ

④
出�

身�
地
：
名
寄
市

⑤
趣　
　
味
：
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

⑥
特　
　
技
：
野
球

⑦
そ
の
他
Ｐ
Ｒ
：
長
所
は
、
元
気
の
良
さ
で
食
べ
る
こ

と
が
大
好
き
で
す
。

⑧
挨
拶
・
決
意
表
明

　

４
月
１
日
か
ら
入
組
さ
せ
て
頂
き
、
本
所
の
農
産
課

に
所
属
と
な
り
ま
し
た
塩
入
稜
太
で
す
。

　
ま
ず
私
は
、
組
合
員
の
皆
様
の
顔
と
名
前
を
覚
え
１

つ
１
つ
の
仕
事
を
正
確
に
行
え
る
よ
う
努
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
組
合
員
の
皆
様
と
積

極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
交
流
を
深
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
正
確
に
仕
事
を

行
う
に
も
、
１
度
教
え
て
頂
い
た
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ

う
し
っ
か
り
と
メ
モ
を
取
る
と
い
っ
た
当
た
り
前
の
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
私
は
元
気
の
良
さ
と
は
つ
ら
つ
さ
を
長
所
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
長
所
を
様
々
な
場
で
、
全
面
的
に

発
揮
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
を
活
か
し
、
少
し
で
も

組
合
員
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
日
々
精
進
し
て

い
き
ま
す
。
至
ら
な
い
点
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
積

極
的
な
姿
勢
で
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
清し　
水み

ず　
健け

ん　
司じ
（
úĀ
）

①
所　
　
属
：

　
営
農
セ
ン
タ
ー
営
農
課

　
営
農
係

②
生
年
月
日
：
昭
和
üý
年

３
月
ùû
日

③
最
終
学
歴
：
北
海
道
中

央
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
カ
レ
ッ
ジ

④
出�

身�

地
：
名
寄
市

⑤
趣　
　
味
：
釣
り

⑥
特　
　
技
：
バ
ス
ケ
ッ
ト

⑦
そ
の
他
Ｐ
Ｒ
：

⑧
挨
拶
・
決
意
表
明

　
４
月
１
日
よ
り
営
農
セ
ン
タ
ー
営
農
課
に
配
属
に
な

り
ま
し
た
、
清
水
健
司
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
農
業
に
係
わ
っ
た
事
が
無
か
っ
た
の
で
、

入
組
し
て
か
ら
は
右
も
左
も
分
か
ら
ず
戸
惑
い
は
あ
り

ま
す
が
、
新
鮮
な
気
持
ち
で
働
い
て
お
り
ま
す
。

　
早
く
み
な
さ
ん
の
顔
と
名
前
を
憶
え
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
ま
で
の
経
験
を
活
か
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
れ

ば
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
に
日
々
、
仕
事
に
励
み

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ

ろ
の
職
員
と
し
て
恥
じ
る
事
が
無
い
よ
う
に
、
物
事
を

実
直
に
取
り
組
み
、
様
々
な
こ
と
を
吸
収
し
て
１
日
で

も
早
く
組
合
員
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
の
程
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
齊さ

い　
藤と

う　
雅ま

さ　
也や
（
ú÷
）

①
所　
　
属
：

　
智
恵
文
支
所
購
買
課
資

　
材
係
兼
燃
料
課
給
油
係

②
生
年
月
日
：

　
平
成
元
年
８
月
ø÷
日

③
最
終
学
歴
：
名
寄
高
校

④
出�

身�

地
：
名
寄
市

新
　
人
　
紹
　
介

ん
な
時
も
前
向
き
に
、「
日
々
成
長
す
る
」
と
い
う
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
業
務
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

　
早
く
仕
事
に
慣
れ
、
憧
れ
で
あ
っ
た
組
合
員
さ
ん
の

サ
ポ
ー
ト
に
貢
献
で
き
る
よ
う
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
奈な　
良ら　
日ひ　
愛よ

り
（
øÿ
）

①
所　
　
属
：

　
金
融
共
済
部

　
金
融
課
金
融
係

②
生
年
月
日
：

　
平
成
øú
年
９
月
３
日

③
最
終
学
歴
：

　
士
別
翔
雲
高
等
学
校

④
出�

身�

地
：
士
別
市

⑤
趣　
　
味
：
テ
ニ
ス

⑥
特　
　
技
：
テ
ニ
ス

⑦
そ
の
他
Ｐ
Ｒ
：

⑧
挨
拶
・
決
意
表
明

　

４
月
１
日
か
ら
入
組
し
、
本
所
の
金
融
課
に
配
属
さ

れ
ま
し
た
奈
良
日
愛
で
す
。

　
入
組
し
た
ば
か
り
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
覚

え
る
仕
事
の
多
さ
に
戸
惑
っ
て
い
ま
す
が
、
周
り
の
皆

さ
ん
に
い
つ
も
助
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も

早
く
仕
事
を
覚
え
、
自
信
を
も
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う

に
、
先
輩
方
や
上
司
を
見
て
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
金
融
は
お
金
を
扱
う
業
務
な
の
で
、
皆
様
に
信

用
さ
れ
る
よ
う
な
正
確
で
丁
寧
な
業
務
を
心
が
け
て
い

け
る
よ
う
日
々
勉
強
と
努
力
を
怠
る
こ
と
な
く
、
一
生

懸
命
頑
張
り
ま
す
。
様
々
な
機
会
を
得
て
、
組
合
員
さ

ん
や
役
員
さ
ん
の
顔
と
名
前
を
覚
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
学
校
生
活
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、

Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
職
員
と
し
て
の
自
覚
と
社
会
人
と
し

て
の
自
覚
を
持
っ
て
、
日
々
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
笑

顔
で
前
向
き
に
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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経営所得安定対策等の概要
畑作物の直接支払交付金（ゲタ対策） ʲਫా・ാ஍ڞ௨ʳ

米･畑作物の収入減少影響緩和交付金（ナラシ対策）
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౳ۀࣄӦॴಘ҆ఆ対策౳ਪਐܦ

ਫా׆༻の直接支払交付金
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ྩ
࿨

̎
年

౓
࢈

஍
ަ

෇
ۚ

（
஍

Ҭ
࿮

・
ಓ

࿮
）

લ
年

౓
ൺ

ֱ

（
施

設
栽

培
）

重
点

振
興

作
物

作
付

助
成

◎（
施

設
）

ア
ス

パ
ラ

Ｒ１実績

Ｒ２当初

Ｒ１実績

Ｒ２当初

Ｒ１実績

Ｒ２当初

Ｒ１実績

Ｒ２当初

Ｒ１実績

Ｒ２当初

Ｒ１実績

Ｒ２当初

Ｒ１実績

Ｒ２当初

Ｒ１実績

Ｒ２当初

Ｒ１実績

Ｒ２当初

Ｒ１実績

Ｒ２当初
Ｒ１実績

Ｒ２当初

Ｒ１実績

Ｒ２当初
Ｒ１実績

Ｒ２当初

Ｒ２当初

Ｒ２当初

ＤＣＡ

ＤＢＡ

ＤＣＥ

ＤＥ

※
単
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 ＝
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65,000

56,000

45,000
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45,000
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に
よ

る
※
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150,000円
70,000円
65,000円
60,000円
55,000円
50,000円
45,000円
40,000円
35,000円
30,000円
25,000円
20,000円
15,000円
10,000円
5,000円
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日頃より、お世話になっております。
上川農業改良普及センター名寄支所では、令和２年４月１日付けの人事異
動により、新たな活動体制となりましたので、お知らせします。

【 活動体制】

区 分 責任者 担当者 備 考

金澤普及職員
地 山本普及職員
域 地 域 係 小林係長 奥野普及職員
班 佐藤真志主査 吉岡普及職員

菅 野 主 査
佐藤元紀主査

主 査 名寄支所管内
広 (畑作) 士別支所管内
域 上川北部支所管内
班 主 査

(園芸)

上川農業改良普及センター名寄支所 活動体制

木 村 支 所 長

【専門項目担当】

専門項目 責 任 者 担 当 者

稲 作 小林係長 金澤普及職員、吉岡普及職員

畑 作 菅野主査 奥野普及職員

園 芸 佐藤元紀主査 山本普及職員

畜 産 佐藤真志主査

経営・労働 木村支所長 小林係長、奥野普及職員

人事異動のお知らせ (転入・転出 ・退職 ）

・主査 (畑作 ) 菅野 千尋
かん の ち ひろ

(網走農業改良普及センター

より）

・支所長 木村 恵
き むら めぐみ

（ 農政部生産振興局技術普及

課上川農業試験場技術普及室

より )

・新規採用

普及職員 吉岡 望
よし おか のぞむ

・新規採用

普及職員 奥野 壮大
おく の まさ ひろ

(写真 左より )

【転出者 】 お世話になりました

主査 (畑作 ) 堀野 吉広（網走農業改良普及センター網走支所へ）

【退職者 】 お世話になりました

支所長 伊與田 竜、専門普及指導員 寺島 喜久美

【転入者 】 よろしくお願いします

菅野主査

佐 藤 元 紀 主 査
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令和２年４月より
農村女性免許取得支援制度を新設しました！

農業の大切さを伝えるため、共に活動してみませんか
（名寄市グリーンツーリズム推進協議会）

ɹ໊ࢢدにॅډし、ࢢʹݱ಺Ͱ೶͍ͯ͠ࣄैʹۀΔঁੑ೶ऀۀ（ब೶５年Ҏ಺ͷܧޙ者ٴͼޏ༻
されていΔύʔτさΜ΍ैۀһ౳はআ͘）͕、େܕಛघࣗಈं໔ڐͷऔಘ΍ϑΥʔΫϦϑτӡస
ٕೳߨशΛ受ߨした৔߹にܦඅͷҰ෦Λॿ੒します。（˞令和２年４月Ҏ߱に入ߍ、受ߨしたも
ͷにݶります。）
ɹิॿͷ಺༰は下記ͷͱおりです。ෆ໌ͳ఺΍ৄし͘はお໰い߹せͩ͘さい。また、ਃ੥ॻ౳は
。໾ॴ෩࿈ிࣷ１֊೶຿՝にてお౉ししますࢢد໊

ॿ੒ۚのର৅ܦඅ ิॿ཰ٴͼݶ౓ֹ

【େܕಛघࣗಈं໔ڐऔಘ】
ɹ入ֶۚ、ڭशྉ、ݕఆྉ౳ڭशॴ΁ࢧ෷͏ॾܦඅ අͷ２෼ͷ１Ҏ಺ܦ

５ສԁݶ౓【ϑΥʔクϦϑトӡసٕೳߨशडߨ】
ɹɾߨशྉɾςキετ୅౳

˗�্ 記ͷ΄͔、ঁੑ೶ۀ者΍೶ଜঁੑάϧʔϓ͕ࣗら͏ߦ、೶ٕۀज़΍知ࣝ、೶ଜੜ׆จԽͷ޲
্౳に܎Δࢢ಺でͷݚमձ΍ߨशձ（ର৅ܦඅͷ３ສԁҎ಺）、ࢢ֎でͷݚ࡯ࢹमͷඅ༻ͷҰ
෦（ର৅ܦඅͷ２෼ͷ１Ҏ಺５ສԁݶ౓）Λॿ੒します。

【͓໰い߹Θͤ】໊ࡁܦࢢد෦೶ܦۀӦ୲౰ɹి࿩������������ɹ಺ઢ����

ɹ໊ࢢدάϦʔϯπʔϦζϜਪਐٞڠձ（த໺߁ଇձ௕）は、೶ۀɾ೶ଜ΁ͷཧ解Λ޿ΊΔ͜ͱ
Λ໨తに、೶ۀମݧͷ受入れΛத৺に׆ಈΛͬߦています。ͳお、೶ۀମݧͷ受入れはϘϥϯς
ΟΞではͳ͘、ࢀՃ者͔らମݧྉΛ௃ऩし、受入れ೶Ոにおࢧ෷いΛしています。消අ者に、໊
෺Λ知ͬていた͖ͩ、৯΂෺ΛੜΈग़࢈ͷ҆৺҆શͳ೶ࢢد
す೶ۀͷେ੾さΛ఻͑ΔたΊ、ڞに׆ಈしてΈませΜ͔。
ɹٞڠ、ࡏݱձͷ׆ಈͷϝΠϯͱͳͬていΔͷ͕、໊ཱࢢد
େֶ（Ҏ下、໊دେֶ）ͷֶੜͷ೶ۀମ࣮ݧशͷ受入れです。
ͷҰ؀ͱして、６月ۀň๺ւಓͷ೶ͱ৯ŉͷतٛߨେֶͷد໊
ʙ７月に͔͚てશ３ճߦΘれΔ࣮शͷ受入れΛ当ٞڠձで୲
当しています。年ʑ受ߨ者͕૿͑ており、ࢀՃされたֶੜ͔
らは、೶ՈͷօさΜͷۤ࿑΍ָしさ、ʮ৯ʯͷେ੾さΛ知ͬ
たଞ、ʮ೶ۀはਏい͔ら৮れてはい͚ͳいۀ࢈ʯ˰ʮؔ܎してもΑい選୒ࢶʯ΁ͳͲ、೶ۀにର
すΔҙࣝͷมԽ͕ݟられています。
ɹଞにも、੩Ԭݝͷߍߴͷڭҭཱྀߦ受͚入れ΍、ʮ೶Ոຽധʯͷऔ૊Έもͬߦております。ޙࠓ
も、消අ者΁೶ۀͷඞཁੑΛ఻͑てい͘たΊ、当ٞڠձはॆ࣮した׆ಈΛల։してまいります。
【㲦໰㲠߹㳫㲷】໊ࢢد㴇㵁㱟㵊㴛㱟㵁㴑㴷ਪਐٞڠձ	事຿ࡁܦࢢد໊�ہ෦೶຿՝಺ઢ����




広報JA道北なよろ19� 2020年�य़号（/P�49


ྩ࿨̎年（ù÷ù÷年）౓
͍ͯͭʹը಺༰ܭۀࣄηϯλʔʹ͓͚Δڵৼۀ೶ࢢد໊
˓ਫҴʹ͍ͭͯ
ɹᶃਫҴ༏ྑ඼छܾఆݱ஍ݧࢼʢچɿ঑ྭ඼छܾఆݧࢼʣ�
ɹ本年౓も্઒೶ݧࢼۀ৔ΑりҕୗΛ受͚、্઒೶ۀվྑීٴ
ηϯλʔࢦಋͷもͱ、໊د஍Ҭにお͚Δ有๬ܥ౷ͷదԠੑͷࢼ
。いますߦΛݧ
　播種日：2020年4月16日
　品　種：はくちょう・風の子・きたゆき　【新規系統なし】

　②水稲疎植栽培試験（4年目）
ɹ本年౓も໊د஍Ҭにお͚Δૄ২࠿ഓͷదԠੑͷݧࢼΛߦいます。
　品　種：はくちょう・風の子
　株　間：13cm（慣行）・18cm

　③水稲密苗栽培試験【新規】
ɹػցϝʔΧʔͱ࿈ܞし、ۙ年஫໨されていΔ࠿ഓলྗԽٕज़
で͋ΔʮਫҴີබ࠿ഓʯにͭいて໊د஍Ҭにお͚ΔదԠੑݧࢼ
Λ࣮ࢪします。
　品　　種：はくちょう・風の子
　栽培概要：	通常よりも播種量を多くしたマット苗（水稲密苗

栽培用）を用いて、10a当りの育苗枚数を減らす
ことで育苗の面積と労働時間の削減を目的とした
技術です。

ɹएい༿令（໿２༿ظ）でఆ২すΔٕज़ͷたΊ、໊د஍Ҭにお͚Δऩྔɾ඼࣭ΛؚΊ、ੑࡁܦ
もซせてݕ౼いたします。

○小麦について
　①秋まき小麦栽培の肥料比較試験（2年目）
ɹ本年౓も࢖༻すΔංྉにΑΔੜҭൺֱͱ؇効ੑංྉΛ༻いた
௥ංলྗԽݕ౼ͷݧࢼΛͬߦております。
　播	種	日：2019年9月13日
　品　　種：きたほなみ
　試験肥料：ポイントショット・Dd肥料　等

　②春まき小麦優良品種決定現地試験
ɹ本年౓も্઒೶ݧࢼۀ৔ΑりҕୗΛ受͚、্઒೶ۀվྑීٴηϯλʔࢦಋͷもͱ、໊د஍Ҭ
にお͚Δ有๬ܥ౷ͷదԠੑͷݧࢼΛͬߦております。
　播種日：2020年4月18日
　品　種：春よ恋、北見春79号、HW8号

ҭබ中のਫҴබ
（݄̑̍日ࡱӨ）

ळま͖খഴݧࢼะ৔の༷ࢠ
（݄̐ùü日ࡱӨ）

͓り̍ຕ΁の೻छྔ
【̶÷÷で໿úࢉ׵΋Έס】

（݄̑̍日ࡱӨ）

〜名寄市農業振興センターからのお知らせ〜
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作物・事業名 課　　題 目的・試験内容　等 備　　　　考

大 　 豆 ৽඼छదԠੑݧࢼ
（２年໨） ৽඼छͷ当஍にお͚ΔదԠੑௐࠪ ඼छɿϢキϗϚϨ、ͱΑまͲ͔

南 　 瓜 ඼छൺֱݧࢼ
（４年໨）

ೆӝ࢈஍ͱしてੜྔ࢈ɾ඼্࣭޲
Λ໨తͱした࠿ഓ඼छͷݕ౼

（たΜɹ౳܀おいͱ͚）ഓলྗ඼छ࠿
ଟऩ඼छ（5/,�157、ଂͷঊɹ౳）

試作肥料検討 ໏ฑංྉ࡞ࢼ
（２年໨）ݧࢼංࢪ

+Aಠࣗ໏ฑංྉͷ֤඼໨࠿ഓࢼ
ݧ

ਫҴ（ͳΑΖ１号）、
εΠʔτίʔϯ（ͳΑΖ２号）ͷੜҭൺֱ
ௐࠪ

グ リ ー ン
　 ア ス パ ラ

඼छൺֱݧࢼ
（４年໨）

ੜ࢈૊৫ɾछබϝʔΧʔͱͷ࿈ܞ
౷ͷൺֱܥ当஍にదすΔ৽、ݧࢼ
ݧࢼ

඼छɿガΠϯϦϜ、΢ΣϧΧϜＡ̩ɹଞ

ݧࢼ২ີ౓ൺֱ࠿
（ハ΢ε࠿ഓ）（３年໨）

৽ܥ౷（΢ΣϧΧϜＡ̩）ͷ当஍
にదした࠿২ີ౓ͷൺֱݧࢼ ΢ΣϧΧϜＡ̩ɾϝʔΧʔݧࢼ඼छɹଞ

薬 用 作 物

Χϊίι΢
（４年໨）ݧࢼഓ๏࠿

当஍にお͚ΔΧϊίι΢ऩྔ૿Ճ
Λ໨తͱした࠿ഓ๏ͷূݕ

ऩݮにΑΔൺֱߋංมࢪ、ഓ࠿੊Ϛϧνߴ
ཁҼで͋Δηϯνϡ΢ରࡦɹ౳

Χϊίι΢छබ
（਌ג）څڙ（７年໨） Χϊίι΢ͷ༏ྑछබͷڅڙ औりまͱΊに͖ͮجळ۷ɾു্͛しཌय़ڙ

څ

ミ ニ ト マ ト ஍ҬదԠੑݧࢼ
඼छൺֱ（７年໨）

当஍にదԠしたϛχτϚτ඼छɾ
౼ݕഓ๏ͷ࠿

඼छɿ৽ɾچ७͋ま、ΞΠίɹଞ
඼छ、ࢪං࠿ഓํ๏にΑΔൺֱௐࠪ

冬 期 野 菜 ౙظແՃԹ࠿ഓ
（７年໨）

ౙظͷ೶ۀऩ入֬อͱして、ύΠ
ϓハ΢εΛ׆༻しແՃԹ࠿ഓにΑ
Δ࠿ഓূݕ

ϗ΢Ϩϯ૲౳ͷ༿෺໺ࡊΛத৺ͱした඼
໨ɾ࠿ഓ๏ͷݕ౼（̕ʙ３月）

土 壌 診 断 ஠ૉ෼ੳͷਪਐ ౔৕஠ૉ਍அͷීٴにΑΔ૯߹త
ͳ౔ͮ͘りࢪංࢦಋͷཱ֬

Ұൠ෼ੳ、஠ૉ෼ੳにΑりࢪංઃܭΛすΔ
͜ͱで、௿ίετԽͱߴ඼࣭ԽΛਤΔ

組 織 培 養 ༏ྑछබڅڙ όΠΦςΫϊϩδʔΛ׆༻し、༏
ྑछබΛڅڙ

ੜ࢈෦ձͱ࿈ܞ
৯༻ϢϦɾΧϊίι΢౳

そ  の  他

࣮ূɾలࣔͳͲ

খՌथ、Ֆ͖ɹ౳ ϒϧʔϕϦʔ、ςοϙ΢ϢϦ、྘౾�౳

छൃࢠժ཰ௐࠪ（+AΑりґཔ） εΠʔτίʔϯ、ਫҴͳͲͷγʔζϯલൃ
ժ཰ௐࠪ

ༀ༻࡞෺ ήϯνΞφ、Ϙ΢ϑ΢、γι�౳

Ճ޻༻Ԃܳ࡞෺ͷ当஍Ҭ΁ͷదԠ
ੑௐࠪ Ճ޻༻τϚτɾϒϩοίϦʔɹ౳

ਫҴݱ஍ะ৔ௐࠪ লྗԽ࠿ഓͳͲଟ༷ͳ࠿ഓ๏ͷ当
஍దԠੑௐࠪ

もͪɿ௚೻࠿ഓ
͏Δͪɿࣂྉถ（௚೻ؚΉ）ɾञ଄޷దถ

८ճࢦಋͷ࣮ࢪ 本ٕज़ͷ֬ج、しܞͱ࿈ؔػ܎ؔ
ೝͱྭߦΛਤΔ ৽نब೶者Λத৺に࣮ࢪ

*C5೶ۀにؔすΔ
৘ใఏڙ

*C5Λ༻いた೶ۀ෼໺΁ͷར༻に
ͭいて、当஍΁ͷಋ入΁͚޲たௐ
ࢪ࣮ڀݚࠪ

ハ΢ε಺ڥ؀ͷ੍ޚ΍σʔλΛ׆༻したऩ
ྔɾ඼࣭ͷ্޲、লྗԽͳͲ΁͚޲たٕज़
ͷূݕɾ৘ใఏڙ

֤छ࠲ߨ
、΁ͷఏҊͱしてۀにお͚Δ೶د໊
֤ςʔϚにͭいて࠲ߨΛઃஔし৘
ใఏڙΛ͏ߦ

ɾ౔ͮ͘り࠲ߨ
ɾਫҴ௚೻࠲ߨڀݚ
ɾౙͷ೶࠲ߨڀݚۀ

˞ごڵຯの͋Δํ͸ͥͻ౰ηϯλーまͰごདྷ৔͘ださい！

ͦのଞのྩ和̎೥（ù÷ù÷೥）౓の
ըܭۀࣄηϯタʔʹ͓͚Δڵৼۀ೶ࢢد໊
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ɹɹɹɹɹɹɹɹ౔৕෼ੳख਺ྉ（Ұ఺͋ͨΓ）� ˞ྩ࿨̎೥݄̐̍೔͔Β

෼ੳछྨ ෼ɹɹੳɹɹ߲ɹɹ໨ ෼ੳख਺ྉ

؆қ෼ੳ Q)ɾ&$ ��ԁ

Ұൠ෼ੳ Q)ɾ&$ɾ$&$ɾੴփɾۤ౔ɾՃཬɾΓΜࢎɾΓΜٵࢎऩ܎਺ ���ԁ

஠ૉ෼ੳ Մڃଶ஠ૉɾ঳ࢎଶ஠ૉ ���ԁ

૯߹෼ੳ
Q)ɾ&$ɾ$&$ɾੴփɾۤ౔ɾՃཬɾΓΜࢎɾΓΜٵࢎऩ܎਺ɾ
Մڃଶ஠ૉɾ঳ࢎଶ஠ૉɾϗ΢ૉɾಔɾѥԖɾϚϯΨϯɾ
༡཭ࢎԽమ

�
���ԁ

ଯං෼ੳ
ʢґཔʣ

Q)ɾ&$ɾશ஠ૉɾશ୸ૉɾ$�/ൺ �
���ԁ

ͦͷଞ
౳ͷஂମ͕ΠΤεΫϦʔϯ౳ʹؔ͠஠ૉ෼ੳΛऀۀ಺ͷ೶ࢢد໊
ؚΉҰൠ෼ੳΛ̑ށҎ্΋͘͠͸ø÷఺Ҏ্Λ͢Δ৔߹ �
���ԁ

ɻ͢·͖͍ͩͨͯͤ͞ࢉø÷ԁະຬͷ୺਺͕ੜͨ͡ͱ͖͸ɺ͜ΕΛ੾Γࣺͯͯਫ਼ʹ࣌ग़ࢉख਺ྉͷه্˞
ͱผྉۚͰ͢ɻهຽҎ֎͔Βͷґཔ͸্ࢢد໊˞

˞෼ੳʹཁ͢Δ೔਺ʢड෇ঢ়گʹよΓมಈ͢Δ͕͋ࣄΓ·͢ʣ
ɹɾ؆қ෼ੳɹʙͦͷ೔ʹ݁Ռ͕ग़·͢
ɹɾҰൠ෼ੳɹʙ̍ि͔ؒΒø÷೔ఔ౓
ɹɾ஠ૉ෼ੳɹʙ̍ि͔ؒΒø÷೔ఔ౓
ɹɾ૯߹෼ੳɹʙø÷೔͔Β̎िؒఔ౓
ɹɾଯං෼ੳɹʙ̍ि͔ؒΒø÷೔ఔ౓ʢଯං෼ੳͷड෇ؒظ͸݄͔̓Βøù݄ͷΈʹなΓ·͢ʣ

ɹྩ࿨ݩ೥ø÷݄̍೔͔Βɺফඅ੫཰͕ø÷ˋʹվਖ਼͞Εͨ͜ͱʹ൐͍ɺ౔৕෼ੳɾଯං෼ੳͷख਺
ྉʹ͖ͭ·ͯ͠΋ɺྩ和̎೥݄̐̍೔෼ΑΓɺҎԼͷͱ͓Γվਖ਼͍͍͓ͤͯͨͩͯ͞Γ·͢ɻ

౔৕෼ੳɾଯං෼ੳख਺ྉのվਖ਼の͓஌Βͤɻ

͓໰͍߹Θͤɾ࣭͝໰等͸Լه·Ͱ͓ܰؾʹͲ͏ͧʂʂ

�෩࿈ொ྘ொúĀࢢدηϯタʔɹ໊ڵৼۀ೶ࢢد໊ ̎ɹί������������

土壌分析室からのお知らせ
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᝻שȐይ̨ဧခ˿ٲǥཽ̳ǗȉبӿǭƩ

ӌсƩ᝻്שǬᗳӳǊࢴᖽǥǗ

▸ ᝻שǭוഋǬǝǿǬᤋȇȊǝᚽේǦǕǤƩ᝻఻ཹེؗဣȐܛ
ȉǝǿǩ᝻്שǭǀȈǼǗƪ᝻שȐдཽǓȊȉૐǭƩ᝻്שȀ
ǡǤǂǋǼǕȅǄƪܛ

▸ ᝻്שǩ៉ӟǗȉǦƩኳс᭭3ࠚ˿ʛǬং࢑Ǽǝǭ300ʗϨ˿
ʛǬኳᠸ്᭭˨Ǭبӿǭ1γϨ˿ʛǬኳᠸ᭮᭮ǊრǓȊȉبӿ
ǊǀȈǼǗƪ

農地に鶏小屋を建築
するので、農地法の
手続きについて相談
しにきたよ

農地法の許可なく、
牛舎を建築したら

៉ӟᝀཽ

˿ʛǩࡿǤǭǼȉǦǋǭƩǼǘƩ᝻఻ڹՌ̏ǩ
ဪᘯǕǼǕȅǄ

Ɨ ᝻שǩƩ໎᎚Ȃ᝻ಐϢைᇾ࠳Ǩǧ᝻఻ሜ֊ǩᣢȍȉ૒ᗲȐ
઴ΓǕȆǄǦǗȉǦǋ

Ɨ ᝻שǩƩ̟ܙȐࡕǤȆǄǦǗȉǦǋ

Ɨ ᝻שǩƩؑשǬșɎɨȽǨǧǬᎈ଄ᨛ᜹بǦǕǤʔ଄ခǩ
дཽǗȉبӿ

ᅥƬ
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ɹ૊߹һͳらͼに஍Ҭॅຽͷօ༷ͷੜ໋ͱ݈߁Λक
ΔたΊ、本ձۀࣄͷੵۃతͳܒ໤ਪਐΛਤΔ͜ͱΛ
໨తͱして、޿ใ誌ʮすまいΔʯΛൃߦしております。
年３ճൃߦしており、༷ʑͳҩྍɾ݈߁৘ใΛൃ৴し
ております。
ɹϗʔϜϖʔδにもό
οΫφϯόʔΛࡌܝし
ておりますͷで、ੋඇ
͝Ұಡͩ͘さい。

̟Ａάϧーϓ๺ւ道の連߹会・தԝ会の׆ಈ内容を঺հし·すɻ
֤ஂମのৄしい取り組Έ内容は̬ＥＢαイトをごཡくͩ͞いɻ

ɹ̟Ａάϧʔϓ๺ւಓでは、৽ܕίϩφ΢ΠϧεͷӨڹにΑΔ、ֶڅߍ৯ͷఀٴࢭͼଔࣜۀͳͲΠϕϯτͷ
ࣗॗに൐い、̟Ａάϧʔϓ๺ւಓ໾৬һはもͪΖΜ、ಉ͡ڠಉ૊߹で͋Δ͗ΐれΜ΍ίʔϓさͬΆΖ౳にも
Ֆ͖ͷൢചձΛ７月຤まで、ຖ࢈ࠃたଞ、Ֆ͖にͭいては、๺೶Ϗϧにてͬߦೕͷ消අ֦େΛڇ、௖͖ྗڠ
ि༵ۚ日に։࠵Λしています。
ɹまた、ײછ͕ٙΘれΔํʑͳͲͷ૬ஊରԠに͝ਚྗされていΔಓ಺
อ݈ॴͷ৬һօ༷ͷ໔ӸྗΛߴΊて௖͖た͘、４月（４ܭճ）にڇೕ
ೕ੡඼ͷແঈఏͬߦڙております。
ɹ৽ܕίϩφ΢ΠϧεにΑり、ߦಈ੍͕ݶされମ΍৺にΏͱり͕ແ͘
ͳͬて͖ていΔͱࢥいます。͜ͷΑ͏ͳ͔ͩ࣌らͦ͜、ՈにՖΛ০り
ίϩφ΢Πϧܕ෺Λし͔ͬり৯΂、৽࢈ͷ೶ச࢈ࠃ、Λ໌Δͪ࣋͘ؾ
εにଧͪউͪましΐ͏！

ɹ2019年12月、શ֤ࠃ஍ͷ̟ＡόϯΫͷར༻者͕௨
ா୅Θりにར༻で͖ΔαʔϏεͱして、εϚʔτϑ
ΥϯΞϓϦʮ̟ＡόϯΫΞϓϦʯͷఏڙΛ։࢝しま
した。
ɹ本ΞϓϦΛར༻して、ߴ࢒࠲ޱ΍入ग़ۚ໌ࡉΛε
ϚʔτϑΥϯで֬ೝすΔ͜ͱ͕で͖ます。
ɹ̟ＡόϯΫͷキϟογϡΧʔυΛおͪ࣋ͷݸਓͷ
お٬༷で͋れ͹、ΞϓϦΛμ΢ϯϩ
ʔυして؆୯ͳॳొظ࿥で、୭でも
ແྉでར༻すΔ͜ͱ͕で͖ます。

ɹ͜ͷ４月Αり、ੜ׆श׳පにͳͬた࣌ͷඋ͑ͱし
てʮಛఆॏ౓࣬පࡁڞ（ͦͳΤʔϧ）ʯ͕৽たにϥ
Πϯφοϓされました。̟Ａࡁڞではࢿྉ੥ٻキϟ
ϯϖʔϯΛ࣮ࢪしており、キϟϯϖʔϯؒظதにࢿ
ྉ੥ٻΛいたͩいたํにもれͳ͘ϓϨθϯτΛ͝༻
ҙしております。
ɹキϟϯϖʔϯͷԠืؒظは令和３年３月10日まで
です͕４ظに෼͔れております。
ɹ͜ͷػձに、̟Ａࡁڞͷϗʔ
ϜϖʔδにΞΫηεいた͚ͩま
すΑ͏お଴ͪしております！

ɹϗΫϨϯは３月31日、ԋܶϢχοτʮ5EA.�
/AC4ʯϦʔμʔͷ৿࡚ത೭さΜͷʮϗΫϨϯΞϯ
όαμʔʯब೚ձݟͱ、2020年౓ঁࢠ཮্ٕڝ෦ͷ
৽ମ੍記者ൃදΛ、ϗΫϨϯϏϧでͦれͧれ։͖ま
した。৿࡚Ξϯόαμʔは、ʮ୓ͧ͘！ະདྷʯϓϩ
δΣΫτΛ௨͡、๺ւಓ೶ۀͷັྗΛൃ͘޿৴༧ఆ。
͜ͷ日はͦͷॳࣄ࢓ͱして、৽ਓͷอࡔ໺࿀Ֆ選ख
ΛՃ͑たঁࢠ཮্νʔϜϝϯ
όʔたͪΛʮ๺ւಓ೶ۀͷた
Ί、ͱもにؤுΖ͏ʯͱܹྭ
しました。

ＪＡ北海道中央会

ＪＡ北海道信連 ＪＡ共済連北海道

ホクレン ＪＡ北海道厚生連

+"άϧʔϓ௨৴

（˞্記ͷࣸਅはୈ１ظͷ৆඼です。ୈ２ظҎ߱ͷ৆඼にͭいてはมߋͱͳΔ৔߹͕͟͝います。）
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理
事
会
の
経
過

第
十
一
回
理
事
会

։
࠵
೔
ɹ
े
ೋ
݄
ೋ
े
ࡾ
೔

一
、
定
例
監
査
講
評
に
つ
い
て

　
　
　
監
事
会
報
告
通
り
決
定

ニ
、
職
員
就
業
規
則
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

三
、
準
職
員
就
業
規
則
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

四
、
人
事
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

五
、
福
利
厚
生
規
程
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

六
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
規
程
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

七
、
経
理
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

八
、
資
産
の
償
却
・
引
当
基
準
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

九
、
出
資
金
持
分
譲
渡
の
申
出
に
つ
い

て
　
　
　
提
案
通
り
決
定

十
、
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

十
一
、
令
和
元
年
度
経
営
所
得
安
定
対

策
交
付
金
に
係
る
理
事
へ
の
仮
渡
し

に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

十
二
、
防
衛
施
設
事
業
に
係
る
固
定
資

産
の
賃
貸
契
約
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

第
十
二
回
理
事
会։࠵

೔
ɹ
Ұ
݄
ࡾ
े
೔

一
、
令
和
二
年
度
内
部
監
査
計
画
に
つ

い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

ニ
、
組
合
員
資
格
審
査
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

三
、
令
和
二
年
度
役
員
報
酬
審
議
会
委

員
の
委
嘱
及
び
諮
問
額
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

四
、
定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

五
、（
定
款
附
属
書
）
総
代
選
挙
規
程

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

六
、
令
和
二
年
度
信
用
供
与
等
の
限
度

額
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

七
、
令
和
二
年
度
理
事
に
対
す
る
貯
金

担
保
貸
付
金
及
び
共
済
担
保
貸
付
金

の
包
括
事
前
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

八
、
決
算
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

։
࠵
೔
ɹ
ೋ
݄
े
࢛
೔

一
、
信
用
事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

ニ
、
目
的
積
立
金
の
取
崩
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

協
議
事
項

一
、
令
和
元
年
度
剰
余
金
処
分
（
案
）

に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

臨
時
理
事
会

։
࠵
೔
ɹ
ೋ
݄
ೋ
े
ࣣ
೔

一
、
第
四
次
振
興
計
画
に
係
る
「
所
得

拡
大
に
向
け
た
重
点
振
興
作
物
の
誘

導
策
」
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

第
二
回
理
事
会։࠵

೔
ɹ
ࡾ
݄
ೋ
े
ࣣ
೔

一
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
積
立
金
要
領

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

ニ
、
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

三
、
自
己
査
定
に
係
る
破
綻
懸
念
先
へ

の
貸
付
及
び
四
，
〇
〇
〇
万
円
超
の

信
用
供
与
等
に
係
る
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

四
、
令
和
元
年
度
決
算
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

令
和
二
年
度
第
一
回
理
事
会

五
、
令
和
元
年
度
決
算
監
査
に
つ
い
て

　
　
　
監
事
会
報
告
通
り
決
定

六
、
み
の
り
監
査
法
人
期
末
監
査
に
つ

い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

七
、
令
和
二
年
度
経
営
定
期
点
検
実
施

計
画
書
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

八
、
令
和
二
年
度
固
定
資
産
取
得
及
び

処
分
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

九
、
リ
ス
ク
評
価
書
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

十
、
組
合
と
理
事
と
の
契
約
（
貸
付
）

に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

十
一
、
令
和
二
年
度
不
良
債
権
の
処
理

方
針
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

十
二
、
組
合
員
勘
定
取
扱
手
数
料
の
徴

収
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

十
三
、
第
十
五
回
通
常
総
代
会
の
開
催

に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

十
四
、
令
和
二
年
度
役
員
報
酬
額
に
つ

い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

十
五
、
畜
産
物
販
売
手
数
料
の
改
定
に

つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定
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丸　山　光　輝
令和元年12月31日　営農センター営農課営農係

成　田　利　昭
令和２年３月31日　考査役　智恵文支所購買課
（引き続き智恵文支所購買課にて勤務いたします）

職員の動き（退職者）

12月11日〜 12日
　　　　・・・第３・四半期定例監査（青果）
　　12日・・・第３回経営改善特別対策委員会
　　20日・・・第９回営農委員会
　　20日・・・第５回購買委員会
　　23日・・・第８回総務委員会
　　23日・・・第11回定例理事会
令和２年
１月24日・・・第６回購買委員会
　　24日・・・第10回営農委員会
　　27日・・・第９回総務委員会
　　30日・・・第12回定例理事会
　　31日・・・決算棚卸監査
２月５日〜６日
　　　　・・・みのり監査法人期中監査
　　10日・・・第１回購買委員会
　　12日・・・第１回営農委員会
　　12日〜 13日
　　　　・・・自己査定監査
　　13日・・・第１回総務委員会
　　14日・・・第１回定例理事会
　　17日〜 21日
　　　　・・・みのり監査法人期末監査
　　25日〜 2９日
　　　　　・・・決算監査
　　27日・・・第２回営農委員会
　　27日・・・臨時理事会
３月12日・・・第１回経営改善特別対策委員会
　　24日・・・第３回営農委員会
　　25日・・・第２回購買委員会
　　2６日・・・第２回総務委員会
　　27日・・・第２回定例理事会
４月10日・・・第15回通常総代会
　　10日・・・第３回定例理事会

JAのあゆみ

十
六
、
令
和
二
年
度
事
業
計
画
の
設
定

に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

十
七
、
第
十
五
回
通
常
総
代
会
参
考
書

類
（
議
案
の
概
要
）
の
記
載
事
項
に

つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

十
八
、
議
決
権
行
使
書
面
の
行
使
権
限

及
び
行
使
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項

に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

十
九
、
道
条
例
検
査
に
係
る
回
答
に
つ

い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

二
十
、
転
貸
資
金
の
借
入
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

二
十
一
、
出
資
金
減
口
の
申
出
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

二
十
二
、
理
事
と
の
買
取
販
売
取
引
の

包
括
的
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

二
十
三
、
固
定
資
産
取
得
に
係
る
一
般

競
争
入
札
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

二
十
四
、公
社
牛
貸
付
事
業
（
乳
用
牛
）

に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

二
十
五
、
令
和
二
年
度
組
合
員
勘
定
制

度
に
お
け
る
四
，
〇
〇
〇
万
円
超
の

新
規
投
資
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

二
十
六
、
名
寄
市
環
境
保
全
型
農
業
推

進
協
議
会
と
の
事
務
委
託
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

協
議
事
項

一
、
地
区
別
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

第
三
回
理
事
会

։
࠵
೔
ɹ
࢛
݄
े
೔

一
、
出
資
金
減
口
の
申
出
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

ニ
、
令
和
元
年
度
業
務
報
告
書
の
行
政

庁
提
出
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

三
、
令
和
二
年
度
余
裕
金
運
用
に
つ
い

て
　
　
　
提
案
通
り
決
定

四
、
令
和
二
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

五
、
役
員
報
酬
の
配
分
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

六
、
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

七
、
令
和
元
年
度
（
補
正
）
草
地
難
防

除
除
草
駆
除
対
策
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

八
、
子
会
社
設
立
に
係
る
定
款
設
定
に

つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定

協
議
事
項

一
、
役
員
研
修
に
つ
い
て

　
　
　
提
案
通
り
決
定
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̟Ａಓ๺なΑΖ～८回ドοクɾਓؒドοク೔ఔのごҊ಺～
८ճυοクɹྩ࿨̎年݄̔ùý日（ਫ）ɹޕલ̓࣌ú÷෼～ޕલ࣌̕ɹ Ӧ೶ηンλʔ
ɹɹɹɹɹɹ༧໿औవؒظɹ݄̒̍日（݄）～݄̒ú÷日（Ր）຦
ਓؒυοクɹѴ઒ްੜපӃɹड਍ؒ࣌ɿޕલ̓࣌ú÷෼࣌̏ޙޕ～ࠒú÷෼ࠒ
ɹɹɹɹɹɹ༧໿औవؒظɹ݄̓̍日（ਫ）～݄̓úø日（ۚ）຦ɹ定һになり࣍ୈ締切

˞පӃのํ਑でɺࠓ೥౓のΈόεのૹܴ͸͍͟͝·ͤΜので
ɹ֤ࣗ௨ӃにͳΓ·͢ɻ͓ ؒҧ͍のͳ͍Α͏͓͍͍ͨ͠ئ·͢ɻ

ྩ࿨̎೥øø݄øÿ೔ʢਫʣɹఆһúü໊
ྩ࿨̏೥݄̎̑೔ʢۚʣɹఆһùü໊
ྩ࿨̎೥ø÷݄øü೔ʢ໦ʣɹఆһùü໊
ྩ࿨̎೥øø݄øĀ೔ʢ໦ʣɹఆһù÷໊
ྩ࿨̏೥݄̎̐೔ʢ໦ʣɹఆһù÷໊

ɹ༧໿औΓవΊظ࣌ʹなΓ·ͨ͠Βɺશ̛̭̖ށʹͯ͝Ҋ಺க͠·͢ɻ
ɹ೔ࠒͷ݈؅߁ཧɺපؾͷૣݟൃظŋྍ࣏ͷҝʹ΋ɺͥͻਓؒυοΫͷड਍Λ͝ݕ౼Լ͍͞ɻ
ɹ୲౰૭ޱ͸�Ӧ೶՝�Ͱ͢ɻ͓ܰؾʹɺ͝૬ஊŋ͓໰͍߹ΘͤԼ͍͞ɻ

ຊॴ�	�����
�������ɹӦ೶ηϯλʔ�	�����
������

【旭川厚生病院の人間ドックを受診予定の方へ】
ɹฏ੒ú÷೥౓よΓ্෦ফԽ؅ʢңɾ৯道ɾेೋࢦ௎ٿ෦Ґʣํࠪݕ๏ʹ͍ͭͯ胃バリウムɺ ·ͨ
͸ң಺ڸࢹʢңΧϝϥʣ͕બ୒Ͱ͖Δよ͏ʹなΓ·ͨ͠ɻ
ɹͨͩ͠ɺңΧϝϥΛબ୒͞Εͨ৔߹ɺ�
���ԁʢ੫ࠐʣͷֹࠩྉ͕͔͔ۚΓ·͢ɻ·ͨңΧϝ
ϥ͸ॿ੒ͷର৅֎ͱなΓ·͢ɻ

男　性

女　性

〒096-8686　名寄市大通南1丁目　名寄市役所　市民課国保高齢医療係
TEL（01654）3-2111（内線3115）

ú÷ࡀʙ þûࡀのࠃอՃೖのํ
˓ਓؒυοΫඅ༻ͷ͏ͪಛఆ݈਍අ༻෼	ü
þù÷ԁ
͕ࣗಈॿ੒͞ΕΔͨΊɺ૭ޱෛ୲͕ܰ͞ݮΕ
·͢ɻ
ɹな͓ɺࣗ ಈॿ੒ͷର৅͸ਓؒυοΫड਍ࠃʹ࣌อՃೖͷํͰ͢ɻ௨ࢉՃೖ೥਺͸Ө͠ڹ·ͤΜɻ
˓ࣗಈॿ੒ͷֹۚ͸ɺಛఆ݈਍ʹ͓͚Δৄ݈ࡉ਍͕ൃੜͨ͠৔߹ɺ૿ֹͱなΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ
อͷਓؒυοΫॿ੒ʢùöúॿ੒ʣͷ༗ແʹؔΘΒͣɺड਍݁Ռ͸ಛఆ݈਍Λड਍ͨ͜͠ͱࠃ˓
ͱͯ͠ѻ͍ɺड਍݁ՌʹよΓอ݈ࢦಋΛ͝Ҋ಺͠·͢ɻ

þüࡀҎ্のํ
˓ਓؒυοΫඅ༻ͷ͏݈ͪ߁਍ࠪඅ༻෼ʢü
þù÷ԁʣ͕ࣗಈॿ੒͞ΕΔͨΊɺ૭ޱෛ୲͕ܰ͞ݮ
Ε·͢ɻ
˓ࣗಈॿ੒ͷֹۚ͸ɺಛఆ݈਍ʹ͓͚Δৄ݈ࡉ਍͕ൃੜͨ͠৔߹ɺ૿ֹͱなΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ
˓ਓؒυοΫड਍࣌ʹþüࡀҎ্ͷํ͸ਓؒυοΫͷॿ੒ʢùöúॿ੒ʣ͸͋Γ·ͤΜɻ
˓ड਍݁Ռ͸ಛఆ݈਍Λड਍ͨ͜͠ͱͱͯ͠ѻ͍ɺड਍݁ՌʹよΓอ݈ࢦಋΛ͝Ҋ಺͠·͢ɻ
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名ࠃࢢدຽ݈߁อݥɹਓؒυοΫ౳අ༻ॿ੒に͍ͭͯ
ɹ໊ࠃࢢدຽ݈߁อݥにՃೖしていΔú÷ࡀҎ্のํがਓؒυοクをडけた৔߹、ਃ੥にΑり
අ༻の̏෼の̎をॿ੒して͓ります。
ɹॿ੒のର৅৚݅ٴͼਃ੥にඞཁなॻྨについて͸、࣍のと͓りです。
ɹな͓、Φϓγϣンݕ਍について͸、Ұ෦ॿ੒ର৅֎となります。

̍ɹॿ੒ର৅ͱͳΔํɹ ʢ̡̍ʣʙʢ̐ʣの͢΂ͯをຬͨ͢ํʳ
ʢ̍ʣຬú÷ࡀҎ্ͷํ
ʢ̎ʣ໊ࠃࢢدຽ݈߁อݥͷՃೖ͕ؒظɺաڈø÷೥ؒͰ̍೥Ҏ্͋Δํɻ·ͨɺࠃอʹ৽نՃೖ

ͨ͠৔߹ɺø÷͔݄Ҏ্ܧଓͯ͠Ճೖ͠ɺ͔ͭ௨̍ͯ͠ࢉ೥Ҏ্ͷՃೖ͕ࠐݟ·ΕΔํ
ʢ̏ʣ໊ࠃࢢدຽ݈߁อݥ੫ͷ଺ೲ͕な͍ੈଳͷํ
ʢ̐ʣࠓ೥౓಺ʹɺอ݈ηϯλʔ౳Ͱ࣮͢ࢪΔʮಛఆ݈਍ʢ݈߁਍ࠪʣʯΛड਍͠な͍ํ

̎ɹਃ੥にඞཁͳॻྨ
ʢ̍ʣࠃຽ݈߁อݥਓؒυοΫɾ೴υοΫॿ੒ަ෇ਃ੥ʢ੥ٻʣॻʢ༷ࣜୈ̍߸ʣʢಉ෧ʣ
ɹɹɹ˞ਃ੥ऀ͸ຊਓͰɺԡҹ͸ʮ੥ٻҹʯͱʮࣺҹʯͷ͔̎ॴʹ๨Εͣʹ͓͍͠ئ·͢ɻ
ʢ̎ʣྖऩॻʢಉ෧ʣ
ʢ̏ʣࡉॻʢಉ෧ʣ
ʢ̐ʣ໰਍ථͷࣸ͠
ʢ̑ʣ݁ࠪݕՌͷࣸ͠

̏ɹͦのଞ
ʢ̍ʣॿ੒͸೥౓಺ʢ݄̐ʙཌ೥݄̏ड਍ʣʹ̍ճͰɺड਍ޙ͸଎΍͔ʹखଓ͖Λ͓͍͠ئ·͢ɻ
ʢ̎ʣอ݈ηϯλʔͰ࣮͢ࢪΔʮಛఆ݈਍ʯͱͷॏෳड਍͸Ͱ͖·ͤΜͷͰ͝஫ҙ͍ͩ͘͞ɻ
ʢ̏ʣड਍݁Ռ͸ಛఆ݈਍Λड਍ͨ͜͠ͱͱͯ͠ѻ͍ɺड਍݁ՌʹよΓอ݈ࢦಋΛ͝Ҋ಺͠·͢ɻ

人間ドックを受診された方は
「なよろ健康マイレージ」の対象事業となります。
問合せは保健センターまでお願いします。

℡（01654）2-1486

˞�Ѵ઒ްੜපӃͰਓؒυοΫΛड͚ͨํ͸ɺ݁ࠪݕՌ͕පӃよΓ௚
઀ࢢ΁ૹ෇͞ΕΔͨΊɺ໰਍ථͱ݁Ռථͷఏग़͸ෆཁͰ͢ɻ
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1 2 3 4 65 7 108 9
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16

27 28
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40

44 45 47 4846

41

42 43

62 63 64

60 6158

52

59

54

49

53

5150

2221

31 32 33 34 35

29

23 24 25 26

17 18 19 20

12 13 14
D

15
H

36 37 38 39
F

C

G

55 56 57
B

E

A

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

クロスワードを解きＡ～Hをつないだ言葉を答えて下さい。

回答欄

正解者の中から抽選で５名様に
「商品券」をプレゼント!!
解答は、本誌に添付されたハガ
キに記入して送付して下さい！
（ＦＡＸでも受付しております）
０１６５５－３－４０３７
【応募締め切り・発表】

令和２年６月30日（当日消印有効）
当選者は次号でお知らせします。

多数のご応募お待ちしています！

マガジン・マガジン「クロスワードメイト」より

長い伝統を持つ年中行事から、近
年になって定着したイベントま
で。平凡な日常（ケの日）に、ちょ
っとした変化を与えてくれます!? 
クロスが解けたら、A～Hをつない
でね。

の
クロス

心＊心＊心＊心心 浮き
立つ!?ハレの日ハレの日ハレの日ハレの日ハレの日

29　
悪
事
に
力
を
貸
す

31　
中
か
ら
か
ぐ
や
姫
が
！

32　

び
っ
く
り
、
○
○
○
に

水

35　
裕
福
な
人

38　

除
夜
の
鐘
を
つ
い
て
一

〇
八
個
落
と
す

39　

紅
葉
狩
で
観
賞
す
る
モ

ミ
ジ
の
代
表
格

40　
引
い
て
意
味
を
調
べ
る

43　

ス
ス
キ
や
団
子
を
飾
っ

て
月
を
な
が
め
て
楽
し

む

44　

右
右
！　

左
左
！　

夏

の
浜
辺
で
す
る
○
○
○

割
り

46　
軍
の
参
謀

47　

雑
踏
。
○
○
○
○
に
も

ま
れ
て
初
詣

48　

必
要
な
費
用
を
見
積
も

る

50　

短
冊
を
つ
け
た
笹
を
飾

り
星
を
祭
る
行
事

51　
お
使
い
の
ほ
う
び

52　
商
品
を
売
る
コ
ー
ナ
ー

54　

故
人
や
先
祖
を
迎
え
て

ま
つ
る
夏
の
行
事

56　
じ
ゃ
ん
け
ん
の
ハ
サ
ミ

57　
レ
フ
ト
方
向
に
曲
が
る

58　

知
っ
て
得
、
知
ら
な
い

と

60　

母
の
日
の
翌
月
、
６
月

の
第
３
日
曜
日
は
○
○

の
日

１　

４
月
末
か
ら
５
月
初
め

に
か
け
て
の
黄
金
週
間

２　

和
風
の
リ
ビ
ン
グ
ル
ー

ム

３　

日
本
の
主
食
を
保
管
す

る
容
器

４　

公
営
の
レ
ー
ス
で
パ
ッ

パ
カ
走
る

６　

桜
の
木
の
下
で
宴
会
を

す
る
春
の
国
民
的
行
事

７　
←
→
陽

９　

愚
か
者
。
織
田
信
長
を

こ
れ
呼
ば
わ
り

10　

敬
老
の
日
に
孫
が
タ
ン

ト
ン
た
た
い
て
あ
げ
る

12　

液
体
が
気
体
に
な
る
現

象

14　

○
○
○
の
丑
の
日
に
は

う
な
ぎ
の
蒲
焼
き
を
食

べ
る

17　

○
○
刻
み
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

19　

１
年
で
最
初
の
国
民
の

祝
日

22　
青
森
市
の
有
名
な
祭
り

23　

春
に
立
つ
の
は
か
す
み
、

秋
に
立
つ
の
は
？

24　
友
人
と
し
て
交
際

26　

提
起
し
た
り
直
面
し
た

り

28　

サ
ン
タ
さ
ん
は
大
忙
し

の
イ
ベ
ン
ト

タ
テ
の
カ
ギ
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１　
高
山
で
見
る
荘
厳
な
日
の
出
。
初
日

の
出
を
拝
む
の
は
日
本
の
風
習

５　
忍
者
が
そ
っ
と
消
す

８　
て
き
め
ん
に
表
れ
た
！

11　
「
福
は
内
、
鬼
は
外
」
と
唱
え
な
が

ら
す
る
行
事

13　
衣
替
え
で
取
替
え
た
衣
類
な
ど
を
し

ま
う
物
置
部
屋

15　
洋
館
に
か
ら
ま
る
植
物

16　
噂
が
世
間
に
知
れ
渡
る

18　
正
月
に
飾
っ
て
い
た
餅
を
雑
煮
や
汁

粉
に
入
れ
て
食
べ
る
行
事
、
○
○

○
開
き

20　
太
陽
が
昇
る
こ
ろ

21　
電
気
コ
ン
ロ
な
ど
コ
イ
ル
状
の
金
属

を
使
う
加
熱
器

24　
手
の
ひ
ら
の
反
対
側

25　
３
月
３
日
は
○
○
の
節
句

27　
陸
地
の
上

29　
パ
ッ
ヘ
ル
ベ
ル
の
室
内
楽
曲
の
タ
イ

ト
ル

30　
思
わ
ず
う
と
う
と
す
る

33　
割
合

34　
縁
日
で
着
る
和
服

36　
金
閣
寺
を
映
し
出
す

37　
ミ
ス
の
結
婚
後

38　
年
末
に
催
す
宴
会
。
今
夜
は
無
礼
講

だ
！

40　
派
手
と
は
正
反
対

41　
グ
ラ
ッ
セ
の
実

42　
指
折
り
。
国
内
○
○
○
の
強
豪

44　
年
末
に
た
ま
っ
た
ほ
こ
り
な
ど
を
取

除
く
○
○
払
い

45　
現
在
の
千
円
札
の
顔
に
な
っ
て
い
る

細
菌
学
者

49　
力
士
の
よ
う
な
大
き
な
か
ら
だ

51　
ボ
ク
シ
ン
グ
で
倒
れ
る

52　
←
→
陸
。
夏
休
み
に
泳
ぎ
に
行
こ
う

53　
３
枚
に
お
ろ
し
た
魚
の
中
骨
の
部
分

55　
子
ど
も
の
成
長
を
祝
っ
て
11
月
15
日

に
氏
神
に
参
拝

58　
年
越
し
の
風
習
で
大
晦
日
の
夜
に
食

べ
る
麺

59　
夏
は
特
に
暑
く
な
る
四
方
を
山
に
囲

ま
れ
た
平
地

61　
日
が
暮
れ
て
路
上
に
並
ぶ
縁
日
の
お
店

62　

２
月
14
日
に
女
性
か
ら
男
性
ヘ
チ
ョ

コ
を
贈
る
行
事

63　
端
午
の
節
句
に
食
べ
る
笹
で
巻
い
た
餅

64　
お
め
で
た
い
長
寿
の
鳥

ヨ
コ
の
カ
ギ

前
回
の
パ
ズ
ル
の
答
え

プ
レ
ゼ
ン
ト
当
選
者

◎
最
近
１
０
０
日
の
記
念
写
真
を
撮
り
に
行
き
ま
し

た
。
初
め
は
カ
メ
ラ
の
前
で
は
笑
わ
ず
、
悪
戦
苦

闘
し
ま
し
た
が
、
カ
メ
ラ
マ
ン
さ
ん
、
ス
タ
ッ
フ

の
方
と
み
ん
な
で
な
ん
と
か
笑
わ
せ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
買
っ
た
ア
ル
バ
ム
は
今
後
の
イ
ベ
ン

ト
で
写
真
を
撮
る
度
に
付
け
加
え
て
い
け
る
タ
イ

プ
な
の
で
、
最
後
の
ペ
ー
ジ
で
と
る
で
あ
ろ
う
、

成
人
式
で
の
振
袖
写
真
ま
で
楽
し
み
で
す
。

（
風
連　
沼
田　
唯
七
）

◎
昨
年
は
あ
ち
こ
ち
で
災
害
が
起
き
悲
し
い
大
変
な

一
年
で
し
た
。
今
年
は
災
害
の
な
い
平
和
な
一
年

で
あ
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
風
連　
橋
本　
良
久
）

◎
去
年
の
夏
に
２
階
の
部
屋
の
大
き
な
窓
を
、
業
者

の
方
に
新
し
く
窓
枠
の
な
い
全
面
ガ
ラ
ス
に
変
え

さ
せ
て
も
ら
っ
て
か
ら
は
、
私
の
楽
し
み
が
増
え

ま
し
た
。
窓
か
ら
見
え
る
景
色
は
、
今
ま
で
と
同

じ
な
の
に
、
何
か
が
違
う
気
が
し
ま
す
。
き
っ
と

窓
枠
の
部
分
が
自
分
の
心
の
中
の
一
部
分
で
そ
れ

が
無
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
カ
ッ
と
気
分
が
よ

く
な
っ
た
の
か
な
ぁ
と
勝
手
に
思
う
。
忙
し
い

日
々
が
近
づ
き
つ
つ
あ
る
け
ど
、
何
か
頑
張
れ
る

気
が
し
て
き
た
。�

（
風
連　
清
水
あ
け
み
）

◎
広
報
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
、
い
つ
も
楽
し
く
読
ま
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
と
く
に
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

パ
ズ
ル
は
毎
回
頭
を
ひ
ね
り
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
今
回
の
問
題
は
少
し
難
し
か
っ
た

で
す
。
い
つ
も
家
族
み
ん
な
で
解
い
て
い
ま
し
た

が
初
め
て
自
分
一
人
で
解
け
て
す
ご
く
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
ホ
ッ
ト
な
話
題
で
し
た
。

（
風
連　
藤
野　
瑞
記
）

◎
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
の
所
、

雪
も
少
な
く
穏
や
か
で
過
ご
し
や
す
い
毎
日
を
お

く
っ
て
お
り
ま
す
が
、
あ
ま
り
に
も
雪
が
少
な
く

今
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
の
か
と
…
水
不
足
？
？

　

ね
ず
み
年
は
く
い
っ
ぱ
ぐ
れ
が
な
い
と
昔
の
人
は

言
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
凶
作
に
な
ら
な
い
年
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
も
何

事
も
な
く
皆
が
無
事
に
過
ご
せ
ま
す
よ
う
願
っ
て

お
り
ま
す
。�

（
風
連　
泊
り
百
合
子
）

◎
今
年
の
冬
は
雪
が
少
な
く
て
雪
ハ
ネ
し
な
い
の
で

少
々
運
動
不
足
ぎ
み
。
今
、
雪
が
降
ら
な
く
て
い

い
の
で
す
が
…
春
、
ハ
ウ
ス
に
屋
根
が
か
か
っ
た

頃
、
大
雪
と
か
…
夏
に
ダ
ム
に
水
が
な
く
て
断
水

【
コ
レ
モ
ナ
ニ
カ
ノ
メ
グ
リ
ア
ワ
セ
】

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
次
ぎ
の
５

名
の
方
に
商
品
券
を
送
り
ま
す
。

（
敬
称
略
）

・
若
井 

多
鶴
子
（
風
連
）

・
谷
村 

　
義
照
（
風
連
）

・
平
間 

真
喜
子
（
名
寄
）

・
斉
藤 

　
勝
美
（
智
恵
文
）

・
鷲
田 

　
沙
羅
（
智
恵
文
）

と
か
…

　
毎
年
、
天
候
に
一
喜
一
憂
す
る
日
々
で
す
ネ
！

　
今
年
は
ど
ん
な
作
物
作
ろ
う
か
な
ぁ
？

ớ
෩
࿈
ɹ
ࢁ
ຊ
ܙ
ඒ
ࢠ
Ờ

◎
今
年
は
雪
が
少
な
く
楽
で
き
る
反
面
、
仕
事
が
少

な
く
困
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
や
は
り
い
つ
も

通
り
が
良
い
の
か
な
？�

（
風
連　
佐
藤
美
智
子
）

◎
人
生
の
後
半
の
年
齢
で
す
が
、
昔
の
同
級
生
が
７

人
集
ま
っ
て
女
子
会
を
し
ま
し
た
。
い
く
つ
に
な

っ
て
も
話
は
尽
き
な
い
も
の
で
す
ね

（
風
連　
上
手
美
和
子
）

◎
年
金
友
の
会
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
今
年
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
友
達
と
参
加
し
ま
す

（
風
連　
吉
田　
富
子
）

◎
広
報
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

（
風
連　
山
中　
幸
子
）

◎
４H

ク
ラ
ブ
、こ
の
言
葉
改
め
て
納
得
。
知
識
（
頭　

IFBE

）　
技
術
（
手IBOE

）　
熱
意
（IFBSU

）　

健
康
（IFBMUI

）
と
っ
て
も
深
い
意
味
が
あ
っ
た

の
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
初
心
に
返
っ
て
、
令
和

に
相
応
し
い
農
業
を
家
族
と
共
に
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。�

（
名
寄　
中
村　
洋
子
）

◎
早
く
も
令
和
二
年
、
雪
が
少
な
い
の
は
嬉
し
い
で

す
ね
。
で
も
春
に
こ
の
反
動
が
来
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
と
心
配
で
す
ね
。
と
り
こ
し
苦
労
か
し

ら
ね
、
と
に
か
く
令
和
も
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

（
名
寄　
佐
藤　
初
子
）

◎
我
家
も
ア
ラ
イ
グ
マ
の
被
害
に
あ
い
ま
し
た
。
そ

れ
も
ビ
ー
ト
で
す
。
こ
こ
数
年
、鹿
の
被
害
で
色
々

策
を
と
っ
て
き
ま
し
た
が
今
年
は
違
っ
て
い
た
の

で
カ
ゴ
ワ
ナ
を
置
く
と
、
ア
ラ
イ
グ
マ
が
か
か
り

ま
し
た
。
被
害
が
な
い
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

（
智
恵
文　
上
野　
恭
子
）

◎
１
月
24
日
、今
朝
、雪
ら
し
い
雪
が
降
っ
て
く
れ
た
。

12
月
13
日
か
ら
少
し
前
ま
で
今
シ
ー
ズ
ン
雪
が
少

な
く
て
川
か
ら
上
げ
て
い
る
水
が
氷
っ
て
何
回
も

水
が
出
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
大
丈
夫
か
な
？�

（
智
恵
文　
嶋
田
喜
久
代
）

◎
雪
が
少
な
く
過
ご
し
や
す
い
新
年
を
迎
え
ま
し
た

ね�

（
智
恵
文　
伊
東　
大
悟
）

◎
早
い
も
の
で
年
が
明
け
て
20
日
も
過
ぎ
ま
し
た
ね
。

昨
年
は
色
々
あ
り
ま
し
た
。
春
高
温
、
夏
高
温
、

秋
長
雨
、
我
家
で
は
水
稲
・
南
瓜
・
ハ
ス
カ
ッ
プ

ま
ず
ま
ず
の
作
で
し
た
。
さ
て
令
和
２
年
は
ど
ん

な
天
候
で
作
柄
が
楽
し
み
で
す
。
こ
の
冬
の
雪
不

足
が
少
し
心
配
で
す
。
皆
様
元
気
で
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。�

（
無
記
名
）

声
の
広
場
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